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問題の所在

一一一文学的 文章の読解κつwて

文章を読解するとはどういう ことであるのか。読解指導の研究を進めてゆくと ‘いつもとの疑問が

行く手κ立ちはだかる。読解指導の研究は、究隆Vζおいて.この疑問κ対する私な りの答百起を欝くこと

だと言ってよいようである。 ただその答案κ客観性を求め， 万人の容認し得るものでありたいとすると

ころVC，研究としての科学的， 実証的要索が加わってくるのである。 いま文学的安怠の読解を取り kげ

研究を進めるκ当た司て，、まずこの，11 読解とは何ヵJ といろ問題から考えたいと患ろ。

。下品解釈としての読解)

文章を読むという ことは その文章化表現された表現内容を読みとることである ，と一応考えられる。

しかし考えてみると、表現内容を読みとるというととは，それ自身きわめて複雑なむずかしい問題であ

るようκ息われる。

文章といろものは‘絵商や音楽のようK，視覚や聴覚Vて訴えるものがそのまま鵠覚的化受け入れられ

るものではない。読み手は ，その言語という抽象的な記号から具体的なイメ ージを織かなければなら寸'

さらVとそれを概括し抽象的な窓味として犯侵してゆかなければならない。このような手続きを待て始め

てその表現内容が受け入れられるのである。しかし，こうした手続きは，読み手の側K属するもので;;.

って，その表漢を生み出し7'ti'書き手とは関係なく，その言語表現と読み手との間Vておいて行なわれ、完

結する。 一方表現内容は蓄さ手の側κ信号する ものであって，雲寺き手とその言話表現との関係は ‘読み手

とそれとの関係とは一応無縁のととるで成立している。したがヨて ')i書き手がその文君主表現vc託してい

る表現内穏と 読み手が文章表現κおいて湾!解した態解内容とは，そとκずれの生す'ることはやむを得

ないことであり， 当然のことでもある。このことは古典の場合を考えれば一層はっきりする。即ち.古

$の場合{どは，容さ手と読み手を媒介する言語表現K対するそれぞれの習慣が続rc康史的変化を遂げて
おり ，それぞれが言語κ託する窓妹内容が実るゆえ ，この何者のずれは一層大tきくならぎるを得ない。

古来注釈と称するものは，こうしたずれを解消してその灘解内容安できるだけその表現内軍事κ近づけよ

うとする作業であった。

現代文の場合'''C tま ， この点 . 両者を媒介する言語表・現そのものκ対する言語的 ~償は ， ~完み手と脅さき

手と共渇しているから ，表現内容と至宝解内容とのずれは，極めて少なくてすむものと期待される。しか

る(fC実際Kは.表現内容を正当VC卸階事‘することはなかなかむずかしく，これが出来ない。その原因の般

本vcは、やはりお興の場合と同綴κ，読み手ω側κ，その文章表現をj理解するだけの言語的体験が乏し

く，言話的知識が欠げているためではないかと予怨される。それゆえ，これをきr!!?;'の甥Kおいていろな

らば，.y ど も ω拾いや文法VC対する ~熟というこ とが， この図書監を兎搬する最も般本的な問題であると

考えられる。今日ω国語教室v(';t"げゐ読緋衛総Vては ，この線本的な問鎚への認識が，必ずしも4・分でな

いようκ忠われる。

しかし， もちろん、言語的知識や言語的体l換を豊かκして ，読み手が表現者と同じ言語的地縁1((立ち



得たとしても，なお，表現内主主とi理解内務とωずれが全く埋まるわげではない。 表現将とその言語表現

止の結びつきと.fI~卒者とその言語表現との結びつきは，それぞれ独自な主観的要素κ支配されている

都分が多いからである.文章Kはそれぞれその表現者の鎖性K裏づけられた文体カ・岐 立しているようκ

読解κもそれぞれ読み手Kよる個性的な続解のタイプがある。 この読解の型をより望ましいものtt:，重

かな読解ができるよろ崎てることが.~港島耐輔の究極の自僚だと b、っていいかも しれなb、。この点，

言高からのイメージ化や抽象作用としての;殺嚇犯揮のはたらさ"!1， 6徒み手の主体的な統みの機能を震か

V亡正常化苦手てて，伺 合え必みくせを是正し， どのような表現tr;t)対応できるようVC，作者の立場{ど立っ

て丁寧!I(表現を2をみとるという習慣を身'"つりておくとと.ころしたことも理解内容宏袋現肉祭κ近づ

げる有力な手だてrなるだろうと窓オオlる。

との.表現内容κ理解内容をできるだげ近づげようとする読解の環論的基ul;Kは.次のような考え方

が存していると患われる.即ち，実家"';~.型~tt手によ って表現された，表現者κよる表現内容カミ厳

然として客観的f'C，それ自身完結したものとして存在しており，続み手は，この客観的な愈味内容を係

り.理解しようとするところ(1(，読解といろいとなみがある.したがって， 文章表現の怠味内容の正し

い理解といろととが、続解の目標tてなるよ一一ころした考えである。これは，いわば， a侵現内容を聖書解

し，続み解とろとする立織であり，H解釈的統解'と名っ・けてよいであろ弓。今日 一般の国語教宅で行

なわれている開発解指iJJは.その内容方法はともあれ. そのほと九どが，とのようなd 解釈的自発解'を基

繍Vとしている.しかもこれは、説明的文章κも女学的文章fCも共通して言えることで，その窓味では最
も普通性のある..適正志的な税解の考え方であるといってよいであるろ.

えだ， 4寺F二女学的文2まの続解ということを取り上げて考えると，その実章表現の性質から注目しな

ければならない面が付け加わる。それば，女学的表現κ宿る美の享受の問題である.

文字的突きは，これを続んで，いろいろな嫌味で何らかの感動発覚えるが その感動をもたらす込の

位、その表現である.その表現が感動を誘ろのであ.る。そしてその感動は，人生κおける生まの喜怒亥

楽とはおのずから異つあ芸術的な，一事電の美的感動として作用する.との感動をとらえなげれば 文

判甘表現はその理解そ完うすることができない。作品におげる緊密な4脅威や一つ一つの言語表象民.皆

作者の美東識によって統一され，度打ちされたものであるe 文学的文章の務みは，甜交の暗号合はいろま

でもな<，数交の場合にも，その言語袋象の先その表現形象の奨を，絞きにしては考えられない。

さきκ述べ1t..q解釈的読書草'が.多分。亡知的な面を主とした文京の享受であるならば. こ!I>，言語

宮島象の美，表現~重県の笑を読み味わう続みは，多分 』て情的高からの文章の享受でみ令。 学習指導の上で

，心情を読みとるH と方、。読み味りうH とかいう ことはa こうした情的菌での美的事受制￥った5どま主

的統みとりを窓i来していると息わ九る。

こUの〉よろな競み4令乞r白. さtさ雪Uω』ゲ詰泌事双的続41'(κ疋対して符官κ亡区別して苔ろならば，H書鑑=賞的E続続充免.)与子〆H と名つ.

坤てよいカか、もし才れ1./々Eνい、、。 ただここで 1/鑑賞的説み， とUい、うUωJは.作品そUωJもωω美的縫E佼t，をどど0広ι味ずるも
ωfρeはな〈し， 炎E現見内誕綴手古含r説みとつてゆo祝宛J燐鋒ω段階でω事葵き的側曲

二 仰ようκ して文 '~jぷt的文言草・の読みは. 1::述の，解釈的読解'と A波宮町的読みがとが，と'bども lζ一体

:・:していとなまれることが大t却であ り， このことKよって始めて文学的文章の表現内容は続みとられ得

'と・22ηれる，こVl!句者を広〈会めて， 女学的文書量的 a解釈的?わ~ も しくは• H F，'f択的却!み'といゥ亡
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よいであろ弓p

以上述べてきた d解釈的裁解'は，表現者κよって表現されそこK提示されている文学的文章の表現

を，厄し〈理解するといろ ととκ主眼を置いた読島幸である。そこκ表現されている意味や気持ちを正し

く解釈するという立場からの読解であ り，文主主κ含まれる意味や気持ちの正確な続みとりそのものを目

的とした読解である。そのぷ味でそれは，解;釈 ・鑑賞・叡霊平という作品研究Vζおける ρ解釈グ にあたる

作業であり， ある忘味では，作品研究的立場からの文章ω解釈であると見なすとと もできよろ。 (もち

ろん，それは，小申学校段港κおけるそれとしてではあるが。)その意味でー とのよろな読解は H作

品解釈としての読w{' であると言ってよいで~、ろろ 。

〔言語活動としての続み!

文学的で止章の読みといろものを考える とき ， 以上述べてきた解釈的立場とはま売がjな:r!-wから見
ることが必要である。それほ-0(1(いろと，実際生活κおける女学。的安芸まの務みといろ視点からである。

われわれがB常生活κおいて文学的文語を続む場合を綴り返ってみると， 一般Kば必ずしもその表現

内容を正しく読みとろうという意図をもって読むわけではない@税者はその文家表現κ導かれながら、

。作品の世界yc入り，作中の主人公とともK泣く こともあれば，その行動K溜飲をおろすとと もある.と

'ろしてそこκ展開する，生ドラマを直接体験するかの感を覚える.そしてそこK人生や社会K対ずるい

ろいろだE感惣を覚え，いろいろ自己の生き方を反省したり考えたりするのである。その読みは.作品自

体の解釈・鍍賓といろふろな方向をたどらず，むしろ文章表現の税みや煤介，としてへ伎や社会へと術向

するのである.これが文学的安煮のごく 自然な読みであるう言語活動としての α続む'といろ能力の苦手

成を目指すとき，われわれはこの M自然の読みグをたいせつK考えてみなlすればならない。

文学的文章の読みfにおいて，われわれの鱗神はなぜ上述のよ ろな方向を指向するのであろろか。私K

はそれが文学的女主主の表現自体からくるもののようκ思われるのである.とれば内省的考察Vζよるもの
ではあるが，以下との点κついて少しく迩べてみたい.

女学的文章が成立するまでの表現過程κついて考えてみる.作者は自己の周聞の対象世界 fそれが外

在世界であることもあれば，内在的な心的世界であるとと もある。)化対してなtてものかを表現したい

と感じゅ心的な主題めいたものを拠える。それは最初はある感じ として浅然と箆鳴きましたものK過ぎな

いであろろ。しかしこれκ文学的表現形象を与えよろとするとき，その漠然とした海沌としたものは，
次第に意識化され明磯なものとなり，最終的VCiま一つの表現形象を提言るV>:$る。その過程Kおいてその

表現対象以外のものは全て表現の外へ追いやられ切檎てられる。このようκして得られた表現内容であ

るから，そこVC表現された表現内容という ものは，作考vcよってきびしく創造された世界であ って，漠

然としたわれわれの1週間にある現実の対象世界ではない。現実ω対象世界から作者Kよってきびしく選

択され創造容れた世界なのである。したがって，その表現(rCは，作者の対象世界を見るきびしい視線や

個性愛かな目差しが感じられる。 こうした作者ωきびしい創造精神がそのまま強い刺裁とな勺で，その表

現を読む者ω心yc作用するのである。その一議ー認が現者の心F亡例ものかを訴え何ものかを諮 りかけて

くる。 したが勺て文学的文定を読む者ば，ただ漠然とそOJ:表現内容を続みとるのではなく ，そUが巨:きの

表現のカによって，作者の目，作者())心を1泊して，物事を見ることKなる。われわれが文学的文宣言を続
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んで感動するのは，それまで自分の狭いBと心でしか見ていなかった世界を，作者の目と心を通して，

もっと広く，もっと深く見得た感動V仁ほかならない。そしてとのことκよって，自己が拡充され，ある

いは心が包覚め.生きることの確信を・得るのである。女学的交章の読みが人間形成VC深い影響を及ぼす

のは，このゆえである。

このような読みが， 言語活動として見た女学的文章の読みであると恩ろ。それは，表現内容を理解し

ょ弓とする者みではなく， 表現をま草介と して，表現対象そのものκ立ち向かい， 自己の内心を傑く見つ

めよろとする読みである。

加題の所在〕

私は，小中学校段階での国語教育は，言語活動能力を培ろととを根本とすべきだと考えるので，文学

的文章の読みも，上述のグ言語活動としての読みが を育てることを白心κ考えてゆくべきだと息ろ。

えだととで問題vc.思われるのは，文学的文章VC接して，感じたり考えたりすることは，確かκその通り
であるが，その感じ方ゃ考え方は，読み手各自の号室怠的なものに過ぎないのではあるまいか，といろと

とである。 実際子どもK読後感想文を書かせるとそれぞれ各穣各織の感想があらわれる。えだそれだけ

のととではないのか。そろした勝手な感想を育てることが，文学的女草の指導といえるであろうか。

たとえ，そろした自介勝手な感想、の発表をもとκ話 し合いを行なう ことKよって，そこκ人間形成が豊

かれごなされるとしても，それは道徳教脊vcはなり得て九国語教育とはいえないであろろ。ころした素

朴な続聞が牛じるのである。

この疑問』てついて私は次のよろvc考える。

前lても触れたよろ に，笥み手はそれぞれ異っ大へ絡であるから，同ーの文章表現Vζ対 してそれぞれ異

つ介反応を示すのは，当然のととである。それはま 7't，同ーの何A.j;，，同ーの作品を二イ・代で読んだ時
と，四イー代で読んだ時と，それぞれ別な感じ方昧わい方を寸るのと，同様である。その発達段階K応じ

その個性Vピ応じて多織な者みが成立するのは，当然と言わねばならない。文学的文章の読みというもの

は，そろいろ れのなのである。 ただ交学的交殺の耕みとしてたん、せ勺なのは，作者Kよる表現の創造的

な深みをどれだけ読みとれるかということである。深〈読みとる者は，その表現対象K深〈迫ることが

できるであろろ し そこκ催す感動や感想、も深いであ石ろ。この表現を深〈読むといろととが最も大事

なととなのであるo 子どもの感想、が懇意的だといろのは， 実は この表現の 1完みの深~設さの問題ではな

く.女章表現という枠組自体を無視して，あるいは勝手Kゆがめて，その自分なりκゆがめた枠組から

表現対象を見るからである。このよろな競みの恋、意は排除きれなければならない q 表現者が組み上げた

文章表現といろfP"*Jlを通して見るならば，その表現者の心岐を通して対象K触れることができるであろ

う。 ただその対象への触れ方，迫り方は，さきκも述べ7をよろVζ，その発達段階や的性vcよってそれぞ

れ臭ってくる化ちがいないoそうした読みの多係性や個人的差異は，文学的文章の読みとして当然のこ

とであって，学留指導の上でも是認されなければ生らないことである。それぞれの発達段階の倒性K応

じて，その表現対象Vζ迫り，内心を見つめ，それKよって自らを成長させてゆくのである。

それゆえ， 文学的女王主の読解としては，この文章表現とい う枠組をたいせつVとすることか，何よりも

恨木vcなければならなν、。この交挙表現をたいせつlてし，その表現を正縫vc.さらKその表現Vζ託され
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ている作者の剣道のきびしさを. ~<銭かrC税みとる といろ ととが，極めてlIt要なととKな る。

こう考えてくると，実は.iWvc.t15ベプヒj(宣伝の表現内容を正確V亡者みとろろとする，解釈的誘島ずとい
うものが.こうした読みを脊てるとの有力な方法として振り返られてくるのである。文章を務み進む過

程は，~る意味でI;t.， 一議 -~吾，一旬 一旬，一文一交の解釈の連続であり，積み重ねであるとも常え~

る。雪}持活動としての自然の読みの基底κは，やはりこの，解釈的税解グが，窓絡の表面VCfま出なくと

も.いとなまれていると考えな付ればならたい。ただ問題なのは，言uf活動として文遺表現を読み進む

際，その解釈がその表現の高q迭をtvc-j・分触九てなされているかどうかといろことであり.それがなされ

ている時i'r，その読みは生き生さと感動を深くし，その感懇を深〈サしめるであろうと考えられる。こ

のよろなことを考えてくると H解釈的統向車'は d言語活動としての読み'と矛局するものではなく ，

むし手、この尚者が互いK助け合ぃ統→ri]tて行なわれるのが，読みの実古田であり，またその望ましいあ
り方が哀の税解を成立せしめるだろうと忠われる。

実は.文雪量的交意の望ましい続解階塁手法を考える時，とのへんK大Sまな問凶がひそんでいるよろ(I(}思

われるのである俳 ，言語活動としての税み'の立場から ，解釈的税解グ ψもう一度見直し，とれを正し

く学習の場κ位置づけるととが重主要な鋭題ではないかと考えるのである、

見Lt遮べてきたところは， この研究守進めるκ当たっての怠のいだ〈問題~殺である。それば. ある

窓味では，この研究の8指している方向を示すものでもある。

H 研究の内容・方法

前$:で述べ 1トょ う VC . 文学的文t誌の曾結活動としての読む力を育てる~ましい続解指導のあり方を求

めるわけであるが，第-K.その文学的2正常の続みといろものが，どのよろ K行なわれているのか，女

学的ヲt~の，言活活動としての続みH そのものの傍造が， いまだ明らかでないので.これを明らかKし

つつ，階替の問題を考えてゆかねばならないn それで，実際4て子ども たちが女γ的安主主K接してこれを

どのよ弓 K境んでいるのか，その続みのg態をつぶさK観察する.というのが，この研究の内界である。

学級5韓関κお申する一人一人の子どもの読みを見ていると ，そこKは，その発達段階tておけるさ芝ましい

すがえから望まし〈ない f未発達の}すがた主で.い人いろな段階や質的々発異が認められる。そこiC

は，チどもの読みの全娩が展開されているというのが， 事実~c 近いであろろ内これそ仔細vピ銭察するこ

とは.そごiゼ予どもの読みのもろもろの総相を見得る とともVC.文学的突かの続みの構造を理解する上

叱も，ま たも良ま しい続将街導法を考えるヒκも.いろいろ京唆κ富むがi緬の発憾の契機があるよう VC忠

われる。

以上のような考えに立って，この研究は.できるだけ特別の指簿の附斜のかかうない子どものE判長の

読みを見ゐという立場から，文学的交情の境後感恕作文と，自由記速による賀 '!I紙調査を行ない.その

m夫を分析考察したのである。
以 卜，災縫した誠査の内容，方-法vcついて略述する。

{lI対銀児$ 新品寺市立 b明小'学校 4年， 51手， 6係 各学偲 2 学~.&

(2;実』臨時期 !砲fD4 0保 1 1月 いずれも第五. 4校時
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13)素材

制調査内容

(5) 実路方法

(A調査〕

間鎚本文

「大きな しらかぽJ(東京稽:務「新しい盤詩」 品作II) 

A調査一自由紀主lSによる質問紙調査，および，感想文

B調査 一 感知、文

各学僚とも A調査はA学級('(施行

B鵡貸はB学級κ施行

プリント Kよる。(原文は縦書き。原文にはその下段Rニ奥.数と行数と入れてある。ま

た教科書と問織に挿絵も入れてある。)

大きな しらかば

「おい. アリ aーν...0 .J 
と，ホ・ロージャ;o，よんで言いまし介。

「おまえば，~の大台なしらかば VCはそH1-ないだろろえh まだ小ざいからな。 J

円まく，をり -}(いんだけどな。だけど.詳してくれないんだ，おかあさんが。一 ーおかあさん

は，載るより も.3羽ηるほ弓がずっ とむずかしいって言ろんだ。」

アリョ-i，〆 ヤは，まゆをし1トめて等え宅した。

「へーンc あ主え 4 こ。J
ボロ ージャは. くつをぬいで，そのしらかぱのヂばVとある.高い切り株の上Kとぴ上がると， I 

手足で斡をだ会かかえるよう Fとして，寄り始めまし介。 I

アリヲ ーν門主，う らやま しそろ K見ていました。 縁にしげったえだが，まるで空Kも屈さそ |

ろな，いちばん高いところ附けついていけo幹は， ほとんどなめらかもところどとろ{〈!

こぶや白いえだの桁1たあとがあるだけです。そのまっ自ですらりとした紛が.地面からずっ !

と上の方で二つ化分かれており，両方とも，空K向かつて，まっすぐれ:のびています。 I

ポローわは，もろ，その分かれめのところまで凝 って，足をぶらぶらさせながら， としたか ;

けてい空 し九 1 

口まくのと こ為まで後って来り、。あまえっこ。えだがないから査まれないんだろう。こわいんだ i

なcJ ;j-;ロ ージ・は，からかうのをやめません。 アリョーνマは.こらえきれなくなりまし。?。

「ちがうよ。ぼくは.学絞の毒をばんぼうの半分まで重量れるんだよ。J

「なんで， たった半分までしかまをすもないんだいo おかあさんのお詳 しがないのかい。」

ア リ ョーシ 7は，ふくれつつら を して，そこからはなれて行きましたω ボロ ー ジ マ ;~ ， たお し

ばらく ，しらかばの木κこしかけていま した。 が.もう，からかう摘手はいません。とい4 て ;

すべすべしfr幹を，もっと上の方Kまで与って行く さ主・心もつ8宅せん。 ホ・ロージ伊は，地面κ!

おりて，うちへ帰って行きま した吋
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2 

アリ ョ-v..，は，また，しらかばの木rc近寄りました。あたりを見まわしま した。だれも見えま

せん。アリ ヲ-v...は，宅まり始めました。しらかばの幹の下の方は，あんまり太いので，ア リョー

ジマは，まだ，手足でかかえこむことができ ません。アリi1-iノeは.幹のこぶや古いえだの折れ

たあ との 一つ一つtてつかまりながら ， 主寄って行~ました。

fボロ ージャばいいなあ，足が長くて。}

とアリョーレマは，はらだたしく患いま し党。

「でも，ぼくは， ボロ -i)'-rよりも， もっと蒔く告をるぞ。)

そして;アリヨ ージ伊は， もっとi高<.もっと高〈と，だんだん重量って行きま した。木は，下から

見て感じたほど，なめらかではあり ませんでした。手をかげると こ ろ~).足をのせるところもあり

ました。もう少し， もろちょっと，…-・…。そろすれば，分かれめκ届くことができるでしょろ。

そこで，ひと休み寸る ことがでぎますう

アリョ ーν・は，分かれめのとこ7-.まで澄り着き ました。 アリョージマは，きっきボロ ージ守が

していたよろκ，馬のりiてなってこしかけました。しかし，いつまでも，としかけてはいられませ

ん。 だれも来ないろちVムてっぺんまで伐吋てみなけれ，ばならないのです。アリョ -v守は，立ち

上がって， 上の方を見上げました。右0)斡，;t1r.の斡よ りも高いのです。アリヲージ令は，そちらを

雇量点:と，手と足で幹をかかえこんで作りまし介、

i iちっともむずかしくないや「それに，ちっと もこわくたんかないや。 J
1アリ ，， -v管は，はきだすよう VC芳いま し介。

| 家々の震十帆近くのべっそろの経の木布を見がろすのは・気持ちのいいことでした。糊は，
!下の方iて.選〈ひろびろとひろがっていきます。尽のりころに谷が見え始めま した。谷のむころk

l払 野原も殺も男えてき 空した。森のかげ4ずある墓地も 見えて去ました。制ゆかげから.透くの
jれんが緩ての工場のえんとつが，ひょっとり現われ宇 したの

ア リヲ - ~〆マ fJ . しらかぱのてっぺんのP 縁の3震のついたえだvr，やっとをり着きました内その

時，アリョ-v17は.からだがほてって.たいそう暑<.少し目まいのするのを感じました。

「おうい。 J

とアリョ ーシ'は大ぎな声できけぴ始めをした。

「おうい令J
5 

アザヲ』乙ノ マのおかあさんは.台所で茶わんをふいてい ました。 とっせ.ん，あげひろげたまどvc，

ボロ ージャのおびえた顔が現われました。

「ジーナおばさん。ジーナおばさん。 J

!と，ボロージマは大声でよびましたの

i 「どうしたのJ
1 rぉ1::(きんとこのアヲョ ーνマが， 大きなしらかばの木κ主主 4 たんだ。 港ちるかも しれないよ。 j
|茶わんか，おかあさんの手からすべり，ゆかκくだけて，音をたてま した。 I
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「どのしらかばVCJ

「大きいのだよ。木戸のむこうの原司ばの。 J

おかあさんは，台所からとびだし，木戸の外へ走りだしました。

「どと。 J
nまら，あそこだよ。あのしらかば。」
おかあきんは，白い幹の.二つK分かれているあたりを見上げま した。アリ ヲ-v.，のすが
たは，そこKは見えません。

「なに， じよ弓だんきろの， ポロージ・。 J

と.おかあきんは言いました。

「ろろん。ほんとうだよ。J

と，ボロージャはさげびました。

nまら，あそこ.あそこ，いちばんで 4ぺんKいる。えだのしげみil1:，かくれているんだよ。」
おかあさんも， こんどは，ァヮ・ -i.〆マのすtJi1t fiι気がつきました。おかあきんは，そのえだ

から地所まで0)さよりを，自で鮒りました。おかあきんの顔は，しらかばの斡と閉じくらいK白

くなりました。

「アリ'ーレ'は，気が変事亡な司だんだ。 J
とすfロージマは言ぃ重 した。

「だま司て。おろちK鰐司ていら司し守い。 j

と，おかあさんは.小声で全びしく徐えました。

おかあさんは，しらかぽの木に近母子りまし介。

「ど ろ，ア '1" -νe。上の方は，気持ちがいいでしょろ。 j

アリヲーレ ヤは，おかあさんが，おとるどころか，とてもおだやかな，やさしい声脅かけたのκ

び司く りしま した。

「ろん。J
と，アリ 9-ν，は答えました。

「でもね， とっても芸いの。おかあさん。 」

「なんでもありませんよ。しばら〈すわ丹ているの。少し休んで，それからおりるのよ。でも，

i号、いじ。 .だめ。ゆ っくりね。……・・・。 J

と， :1ぜかあさんは奮いました。

「どうの休んだ。 J

おかあさんは，少ししてから， たずねました。

「休んだよ。 j

「そろ。 じゃ，おりておいで。ゅうかんt"，ね。」

Yリョ-.ノマは.えだKつかま 「て，足をのせると ころをさがしました。その時.野原の道Vζ，

かごを待-.tc見知らねへがやって~<J:したのべ司そうの人でし ょう。その .\dt ， ).昌宏絹きつけ

て，上0)方をながめま した。び『くりして.大きな声でどなりま した。

《
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「なんといろところへ笠4 えんだ。いたずらぼうず。さ 4 さとおりて手長い。迄ちるぞ。J

アリョ-i.ノヤは.身ぷるい し，誤司て，かれえだ(f(足をのせてしまいました。えだはぽきりと折

れ，ずザツと音をたてて，おかあさんの足もとに港ちで来ました。

「そうじ pないの.アリョーシマ。その次のえだにのるんだよ。 J

と，おかあさんは往怠しました。それから，べ勺そろのへの方V(向いて，

「どろぞ，ご心配なきらないでく ださい。あの子は，木金りがとてもじようずなんですの。あの

子はゆ弓かんな子なんです。」

ァリョーシャの，小さな，かるがるとしたすが売は，ゆ勺くりとおりて室長ました。ほんとう I{(. 

おりるほうが，登るのよりも，ずっとなんぎで した。 アリョーレャはつかれてし主いましプし で

も.下Vq::L おちついか，自信V(あふれたおかあさんがrI....，ています。おかぶさんが，いろいろ

注意をあええ，やさしい，はげましのことばをかけてくれます。

地面は近くな 4 てきまし定。もう.:G-のむころの野康弘語最もt基地も.工場のえんとつも見えま

せん。アリ ヨーヰノ マは， 幹の分かれめのと ころまでおりて来まし介。

「ひと休みしなさい。 」

と，おかあさんが重いました。

「えらいわ。さあ， こんどは，そのえだV'(の司て，………。いいえ，そと じ々なくてよ、それ:ま

かれてるの。 こ勺ちの，そら，も 4 と右(!)方の， ……。そうそ弓，あわてないよう (1(， J 

地函は，もろすぐそこです。アリヨ ーνャは，手でぶらさがり，からだをのばすと.さ 4 土地面

rιとびおり ました。アリョ レマの鎖は， ま『か(1(1まて 4 ています。ふるえる両手で，ひ;:'VCつい六

しらかばの々の白いくずをはらい務としにかかりました。

見知らぬぺ 4 そろのへは.量買をふ丹て言いをし令。

「よし，よしのら 4 かきん兵vcなれるぞ。」

おかあさんは1 むすとの，細い，#く日焼げした，ひ「かききずだらけの，小さな足をだきしめ

ると.小芦でさいま した。

「アリョー乙/命。やくそくしてちょうだい。もろ，け司して， こんなYζおかぶさんを・脅しめないっ

て。 j

そして，おかあさんは，ぃ~なり大きな声をあげてなきだし.ふりかえ 4ても 見ないで. 魚、いで

帰って行きました。

木戸のそばvcは.ボロージマが吹っていました。おかあさんは.そのそばを走り過ぎると，野菜

畑をi蚤司て，谷の方へ行dました。草の上VCこしをお石すと.ネワ ;カチーフで顔をおおいました。

アリョ ー乙".，.は，患いまどい，どうしてよいかわからないで.おかあさんについて行き宅した。

アリョ ーレマは.おかふさんとならんで，谷のしゃ函の草の上κすわると，おかあさんの予をと

司て，かみそなでながら言いまし1t_o

「ねえ，おかあさん。ね，もうなかないで。ぼく，もう，大きくなるまでは，あんな高いところκ

i……ぇ もろなs…」
アリヨーシマは.おかあさんがなくのを.初めて見だのでしたの
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fアJレチ 4 ーホワ作 西郷竹彦訳κよる)

調査問題 f原文は縦l!}~。なお . 原文には〔二〕の各設問のあと に， それに対応する I'JM本文

の頁数行数が記入されているが， ζζ棋こは省略した。〕

調査問題[-J 
このお話はどんなお話ですか，かんたんV(啓示なさい。

ー とのお話を続んで.どろいろところがいちばん心VC残りましたか.容さなさい。

ー とのお話を読んで，あなたが感じたこと，思司たとと，考えたこと，なんでもよいから，寄

きなさい。

調査問題〔斗

ー アリ ヨーνヤは，ふくれ q つらをして，そこからはなれて行きました。

との時， アリョーνヤは，どんな気持ちだ 4 たでしょろか。アリョーν・の心の申を説明しな

e':ぃ。

二 「おろい。 jと.アリヲ - i/ャは大きな声でき付び始めました。

との時， アリョー乙ノヤは，どんな気持ちだ司たでしょろか。

三 おかあさんは，しらかばの木K近寄りました。

との時，おかあさんは.どんなととを考えていたでしょろか。

四 そして，おかあさんは，いきなり大きな声をあげてなきだし.ふりかえ司ても見ないで，急 l

いで帰って行きました。

おかあさんは，なぜいきなりなきだしたのでし tろか。この時のおかあさんの気持ちを説明し

なきい。

丘 「ねえ，おかあさん。ね，もう;仕かないで。ぼく.もろ大きくなるまでは，あんな高い乙こ

ろKは奈らない主。ねえ，もうなかないも。」

ころ言 4 た時，ア リヨーレマはどんなことを恩司ていたでしょうか。ア リョーν，の心の中を|

説明しなさい。

調査問題〔三〕

ー とのお話κでてくる人物Kついて書きなさい。

(1) アリヲーレマは，どんな子ど・もでしょうか。また，あなたはこの子をどう思いますか。

(2) ボロージヤは，どんな子どもでしょうか。また.あなたはこの子をどう思いますか。

(3) おかあきんは.どんな人でしょろか。また，あなたはこのおかあさんをどう患いますか。

-1口一



二 次のことはとの文章Kは書いてないが，想像して望書きなさい。

!lJ との話より前，アリヲ ーシャは，この大きなしらかばを見て，いつもどんなこと“乞懸司てい

たでしょ弓か。

121 このことがあって後.アリョ -iノヤは，との大きなしらかぽを見て，どんなことを患4 たで

しょうか。

感想文

とのお認を続んで，あなたはどんなととを感じたか，どんなことを思4 たか，あなたの感想

を( 1.大きなしらかばJを読dんで】といろ題で書きなさい。

「大きな しらかばJの本文は. 6年の教材κ入司ているが. (l';jl用教事司容Kより本女tてかなりの泉両

がある 3 この本文は来京替籍の「新しい閣議Jvcよ4 え。}そこκ使われている語いは筏めてやさしく，

4年生でも4・分麗解し得るものである。各学年とも，最初教師が ー続し，来習俗語いは簡単vc説明した。

その後各自もう 一度税んで.問題Kとりかからせた。調査問題〔斗 〔二) r三1はそのつど配布団収
した。京文は終わりまでそのまま手もとvc鐙いた。調査時間80分。児童量の疲れを慮り，感怨交は理主居室

κ1寄司て惑かせた。

(B調査〕

感想実。A調査と閉じ捻示。本文を教師一読し，その後各自もろ一度読んでから書くよう Kした。も

ちろんこれは教案作業である。所要時間 8 0分。
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M 文学的文章の読みの様相

一一一「大きなしらかぽJを素材として一一一

1. 表現内容 をどの ように読み とっ たか

子ども持ちが， この「大きなしらかばJを読んで，その内容をどのよろに読みと司ているか，子ども

の表現内管の読みとりについて見てみたい。

この文章の内容は，およそ次のごとくである。

表 1 ( 1 2 bは本文の主主節，111-;6)の得号はかりVC付けたもの。)

(11 ボロージヤは，小さなアリ sーレャ K，あの大きなしらかばの木K登れないだろろ

といろ。 iおかあさんの詳しがないのでJといろアリ ーレ ?を， r，あまえ q とjとひ
1 I やかして.ボロージ・はそのしらかばの幹κをる。そしてなおも，ア9，.-v・をか

らかろことをやめない。

アリヨ ーレャはやがてその木のそばをはなれる。ボロージ 守も家へ帰る。

(21 だれも見ていないとき，アリ，.-v-rはひとりでその大きなしらかばK登る。さき

2 I VC.tKロージャの援司 たところをこし，ついκて司べんまでそを司てしまろ。(主主るκっ

5 

れ規5草の聞けてゆく雛i'1!;がある。)そして，大きな声で問、 ろい。jとさけび始める。

I (3) ボロージマのしらせ9受付たアリョ -v-.のおかあさんは，思わず.ふいていた茶

わんを床Lて落とし.そのまま しらかばの木べ急ぐ。はじめは見っけなか司えが，はる

か木のて 勺ぺんにわが子・.~怨め， まっきおKなる。

1アリョーレ マは気が者Eκな司7そんだ。Jといろボロージ"をたしなめて.*のそば

rcよる。

:4) おかあさんは. ア1)9-乙ノマIfCやさしく芦をかげ，~JëIいた態度で適切 な僧示を与

える。 ア9'"ーレマは母の指示κ従司て，無事地上yζおりてくゐ。(この間，別在の

人が木の上のアリ 1I-v'"をどなる易面がある。}

(5)地上κおり立司たアリ..-レ'の小さな足をだきしめて，おかあさんは，いきなり

ないて走りだす。

i6) アリョーνマは， 日ま<，もう，大tきくなるまであんな高い所VO;l:受らないよ。」
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I é~ 司ているおかあ…一
(1) 印象深ぐ読んだと ζろ

子どもたちは.この文章のどういうところを感銘深〈 統んだか，この点、から見てゆきたい。

議査〔ー〕二 このお話を読んで，どういうところがいちばん心K残りま したか，書きなさい。

この間題。r.:対寸る応答の事例を，その該当する(11-.6)の各部分/(Cわけて記すと次のごとくである。

l1'lの部分

アリヲーレャはボロ ージザ官亡しらかf;Hてのぼれないからからかわれるのでくやしいだろろなとおも

いました。

ボロージャが分かれめのととろでとしかけてアリョ -iノマをからか司ていたと とろ

(2) の部分

アリヲ ーレ'マがボロ ージャ /fCまけないで大きなしらかぽK主主勺たと とカ丸心に唆勺た。

アリヲ -iノマtJiて司ぺんまで芸員りついて速くを見ゎ:たすところ。

(3) の部分

ボロージャがアリョ ーνマのおかあさんI'r.:rアリヲ ーν守は.気が変がとな司たんだ。」とい 4 たと
ころ。

(4J の部分

アリョ -i/マがおかあさんのととばκみちびかれながらおりるところがおもしろか...，;'t:o
おかあさんがアリョ -i，ノ惨をあわてきせずさいどまでゆ4 くりおろしてや4 た。

おかあさんがおこらないでいろいろ注意してあげたところ。

~5' の部分

母さんがア リョ -iノャκ「もうとんなととはしないと約束じてくれるかい」 とい司てなきだしずをと

」ろ。

アリヨマνャやくそくしてちょうだいb もうけっしてとんなκおかあさんを苦しめないで。

(6iの部分

アリヨーνマがおかあさんをもうなかないでなかないでとい4 たととろ。

アリョ-vャがおかあさんκしらかばK大人Uとなるまでのぼらない とやくそくしたところ。

{日その他，綴括的もしくは抽象的な言い方で，その該当する部分を具体的Kどこと指定しかねるも

のo

アリョーレマの勇気と母の心。

アリョ -iノマがしらかばκのっておかあさんを苦しめた。

おかあさんのいろととをきいておかあさんをしんばいさせない。

おかあさんがい 4 たとおりKしればいいとおも司た。
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以上それぞれの応答数を一覧表Vてすると表 2のごとくκなる。 (一人が2か所κわた司て答えている

ものがあるため，合計は実人数よりも多くな司ている。)

表 2

(1) O1印r:4) I (5) i (6) E X 計
男 5 5 。 4 o 124 
4 
女 s 6 日 10 4 1 128 

年
計 8 11 。 14 5 3 I 10 1 152 

男 。 。 。 14 。 1 119 
5 
女 。 2 。 15 2 2 口 2 123 

年
計 。 2 。 29 2 色 。 3 142 

男 2 5 。 8 2 5 1 o 121 
6 
女 5 5 11 6 玉 1 。 28 

千匹
計 5 6 19 8 8 2 。 49 

F 一

合1l21;;: 
。 26 5 11 8 1 164 

1 36 12 6 4 3 79 

計 骨十 13! 19 1 62 15 17 12 4 n 43 

(Xは無意味な答え)

この倖 21を見ると，:4)のととろK最も多く応答

している。生徒数は 12 0名であるから，およそ半

数の者Kと勺て， (4)のところがいちばん印象深いも

のであ....1<:ことが矧られる。さらVCEの 12名の応

答も，おおか7't:4)の内容を含んでいるので，これを

加えるならば，全国の申ほぽ 6嘗jの子どもが(4)の部

分を印象深〈続んだといろことができる。母親の子

を救おろとする真剣な姿，その母の指示を受げなが

ら，必死でしらかばの幹をおりてくるアリョ ーレ伊

この母子のいきの通った緊張したとの場面が，この

物落のクライマックスであると とは，まちがいない

ことである。この部分を最も印象深く感じた子ども

は，との物語を作品として，その構想の上からも，

客観的K正当κ読みとっている と言「てよいであろ

う。

次VC，特VC4年生の応答について見る と， 12m官官分への応答が多い。このところは，大きなしらかぱ

の幹をひとりで塗『てゆく部分で，次第。て視野がひらけ，ついκて 4ぺんκ登りつく。その大木κ取司

組む勇l敢な胃険的行為， 自己拡大の気持ちが，これを税む問4至高Fの子どもたちVC深い共感を呼んだもの

と思われる。

また，{1kの反応もかなり見られるが.とれも平紫の友だち関係で常κ体駿しているところなので，身

近かなものとして共感されるのであるろ。(との点，子どもの感想文VCは，とのきEだち関係への関心が

綬も著し〈あらわれている。〕応答数の上でも， 4俸の男子は.(41よりも(1l(2)の方が多いのが目立つ

ている。

それでは.11)， (2阿部分への反応は，.高学年Kはないかというと，そうでもない。 6仔生Kもかなり

見られる。では 6年生でととκ反応したものは続解の幼稚な段階のものかというと，必ずしもそうとば

かりはいえないようである。(表3]κ見るごとく，上位鮮のものもこれκ反応しているのである。

l ただ，ごく一般的な言い方をすれば，低中学年の子どもは.自己の休験や主観的な気持ちを土台とし

て読むので，自然111や(2)の部分K惹かれる点が多いのであるが，高学偲では，そう した自分の主観的な

関心だけでなく，作品としての犠想の上からも読むことができるようκなり，その結粟，(1}や12ハの反

応、よりも， (4).1)部分への反応が多くなっているといえるようである。ただ上κ見たごとく，高学年の上

位群のものでも，(11， 12ハの反応が見られることは，作品としての客観的理解が一応できても，しかも

なお.主的的な要素 f例えば主観的な興味関心等)がそ'f)税みκおいて強〈作用するものであるととを

示 しているよう K恩われる。

-14 -



表 3 (表2の内容を平素の国語成績の 5凌緒別K見たもの〉

h編棒¥t11 (2)1 (3) (4) (5) (6¥ (1 ~ (¥勾。2AJ代宜 ~の Q.4号。4高9{司 4~6) E x 書十
a 2 4 

b 
5 5 1 4 

6 1 3 4 

計 1 y 1 2 12 

4 5 1 1 守 2 8 

4 
5 6 1 1 ? 

--・ー6 4 6 
嶋田』

計 2 13 2 2 7 1 2 23 

4 2 4 4 1 5 1 I 20 

5 
5 9 2 1 2 14 

d 1 7 5 1 1 2 
351? 3 

計 2 5 20 1 7 1 2 1 1 2 5 

4 1 2 8 

2 
5 5 1 6 

6 t 1 1 7 

計 5 6 2 1 1 2 21 

4 2 

5 1 4 

6 2 5 

苦十 2 4 1 11 

d固h、 4 4 7 。10 1 2 1 1 1 。 。1 守 1 I 42 
5 。。。24 4 日 日 。。2 日 。 2 。。3137 

計 4 5 5 E 16 2 s 。2 日 。 。T T 。E 2 01 41 
|計 7 12 。鈎 4: 11 5' 2 41 11 i 4 120 

次κ5年生が，特""C，4)の部分への共感が強く .(1)や{2~の反応がほとんど見られないのがt主目さ

れる。 これは実は 5年生のこのA調査壮範行した学級は，一学期の道徳の時間κ，一度この作品を

統んだことAめ仕のことで，そのた糊:.4年.6平Fーとはやや異...，ic反応を示しているのだと思われる。

このことは次のようなこと を考えさせる。一一ーかつて一度読んであるためvc(その折は，一度税ん

でほんの犠 〈触れただけだということである。)それが予備的な貌みとな『て， この度は作品として

さら vc統み深めることが出来た，それでは怜 (211)部分への主観的関心から維れて :4~の共感を強く

したと解釈される。 あるいはまた，一今期κ読んだ時の道徳、の持切におげる道徳的立場からのt縛
が.たとえそれが特別の倍噂でなく.単0てこの作品を道徳的級点から読んだK過ぎないものであ4

たとしても，何らかその教室κおげる示唆が作用して，との度， 5年生としての自然の読みとはや

"'I".'i地司fc読みの傾向を生み出したとも樵測されるのである。 もし前者'の解釈が是認される々

らば， 文学的文~~ま二It三度と続みmねること lモよ司て，作品の客般的読みが深められる， 即ち，

その，解釈的読み"が高まるといえるし，も し後者十てよるとするならば.文学的文章の読みは.t情
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導の示唆κよ 4 てかなり異った読みを成立させる可能性があると考えられる。との場合はいずれともい

えないし，あるいは両者ともどもであるかもしれない。一般的Kはこの二つの仮定的推測はともκ成立

しそろであり，文学的文章の読解l~噂 Kついてなかなカ興味深い問題を提供しているよう κ恩ろ。

さらvc， (表2)を見ると， (5阿部分Kおける男女差VCa:13される。この151の部分は，ね4無事κ
地上Kおり立つアリヨ -i.ノャの小さな足をた.きしめて，母観が急Vてなき出す場面で.ことを印象深〈読

んだものは，多分VC，その読みが感傷tておぼれ易い崎向があるといえよう。この151への反応が， 4年か

ら6偲までを通じて男子3名K対して女子 12名である。やはりころした読みは女子K多いのである。

しかも〔表3)~見るごとく・それがすべて箇語成績 5の段階以下のものである。(表 2 "とよると，5の

段階のものが1名いるが，とれは表3でわかるよろに (4・5)κ反応したもので，この感傷的邸分κの

み共感したものではない。)このととは，こうした感傷的な場面への共感，感傷的な読みというものは

文学的文章の正当な貌みとは，必ずしも一致しないものであることを示唆していると思う。

ところでいま. 0表21のEおよびXを除いて，(1)から:6)までの子どもの反応を百分比であらわすと
次のごとく Kなるe

11) 1 0 % (2) 1 5 % (3) 1 % :41 49 % (5) 1 2 % :61 1 3 % 

この百分比は，一面との文章のそれぞれの部分vc，子どもの心を惹きつ付る要素がどの程度;7，...，たか，

その比率を示すものと解される。そしてそれはまた，子どもたちがこの文章を読んだ際の情感の起伏が

そのままこの%Vc示されているとも見られる。そろいろ点からこの百分比を見ると，学級全体としては，と

の「大きなしらかぱJといろ作品を，その有奇想の上からも， Iまぽ妥当な読みをしていると言ってよいの

でないかと患ろのである。ただその点から見て， 131の婦があまりκも低いのがやや問題である。ことは

ポロージャがアリョーレャの母vc， アリョ-v...の1芭急をしらせた部分であるが，この時のボロージャ
の気持ちが， 子どもtrちKイ・分理解されていないことが，調査の結果から推測されるのであるが，そう

したことも，この131の部分の%の低さの大きな原因κな司ているのでないかと思われるのである。

「との点κついては後で触れる。 (2)ク参照〕

(2) 各部分の読みとり

子どもたちが，この「大きなしらかばJの各部分の意味内容をどのよう K読みと ったか，調査Kあら

われた子どもの反応をもとK遮べてみたい。特κ子どもが疑問を持ち，いろいろな解釈をしているとこ

ろを主K考えたいと恩う。 とのことはまた，結果的κは，筆者自身の， ζの作品の教紛解釈を提

示する ことKもなるであろろ。

ア 111の部分

この物語の発端は，ボロージャが年下のアリヲーνャをからかう場蘭である。大部分の子どもは，ポ

ロージャはいじめ勺とで，いばりんぼうで，すこしのととをはなKかけていばる子で，ボロージャのこ

うした性格と，そのからかいの行為が，この事件をひき起してしまったと見ているようで，なぜボロー

ジャがアリ 2 ー乙ノャをからか4 たかということκついては，取り立てて問題Kは感じていないもののよ

うである。実際アリョ -i，〆?をからかう理由と℃何もないのである。
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なんかごもとくをV'J:いのKなせ.からか 4 たのだろろ。ぼくはボロージャだけでなく，自分をからか勺た

人情人生からか北人がKくらしく思えι f感想 4年〕

とう した感想が述べられているが，この感想、VCli. 特別これといろ理由もなく，単なる自己の俊越感の

滋足や， 相手化対するいやがらせV(過tぜない，からかいグの本質が.よく感じ取られている。そして

そうした g からかいグへの僧しみが強く諮られている。

ところで，子どもの感惣交の申tては・ころしたボロージャの態度K対する憎 しみを身Wつまされて感

じているらしい感悠が多く見られる。しかしこの(1)の部分で，ポロ ージャ i乞対して余り Kも強い反感

をも司てしまうと，それがこれから後の部分の続みとりVC主主く影鯵して，例えば(3)の部分で，ボロージャ

がア リョーνマの危急を母Kしらせたところ守. ボロージャのア']-"ーヰ/令 VC対するいじわるから，母

にかげ口を告げたのだといろよろな曲解をするκ至る。そろした事例がかなり多く見られるのであ4 て

この M からかいグ が，.r-ロージ?とアリ芳一ν?のきEだち関係vc決定的な破綻をもたらすようた懇意K

満ちたものでないことを理解しておく必要がある。この点の読みが全体約VC見ると→・4予でない。

こうした点で次のよろな応答が見られるのが主主目されるe

・ボロージりまアリ ョーレマが木rcのぼれないと恩勺てちごっ と府北しれ (調主主〔ー〕三 4年)

.i/(ロージャはじ よろだんでアリ曾ーιノャをからか勺ていると忍う けどちょっとκ〈ぃ。 ( 全 ム )‘

「ち占司とばかKしたJiじよろだんでからかっているJこうした気持ちK解するのが，ととではほぼ

当を得た読みといえるのでないかと忠ろ。ctllCは

・この子はそんなに惑い亨ではない付t.ど，きびしくて人をからかっているのだと思う。 (調査-(.:三〕

-(2) る年〉

といろよ弓化，ポロージe を間情的κ見， その心理分析をしているものもある。おそらく平棄の友だち
関係の中から体得された見方であると思われる。あるいiまさらκ

・ボロージャの父やかまいるのだるうか〈調会 (-)三 4作)

と想像をはせる。とれらはいずれも，ポロージサは何故ア Yヲーレャをからか司たのかを心[ど周ぃ，そ

の解決をボロージマの人となりや積i意/fC求めプトものと考えられる。 もちろん，それがは司きり意

為化されているわけではないと忠うが。そしてさ らVC，

・ボロ ージャがア リョ ー乙ノャをからか勺たのは， 二人でチてきなしらか/.:!の木tて登りたか司たのではな

いかとぼくほ烈う。(感想文 5年〉

・ア9"-i/伊と;:rロージャtてはほんとう ;まなかのよいともだちだと恋うな。 (感想文 6年)

というようκ，アリ ョ- i/マとボロ ージマの友だち関係を正当VCJ理解しているJ惑惣も見られる。少数で

はあるが.こうした道線がなされていることは注冒していい。

イ (2)の部分

- アジョーν γ はどうしてがロ ージャ κ 「大さな L らかばκ{~れないだろうな」といわれた時，どう

して袋らなかったのだろう。おかあきんにしからltるからだろう。でもどうしてポロージヤがいな

くな 勺てからしらかばの木κ後円そのはなザだろうのき司とポロ~ジ 'r1J旬、なくなれば，だれi"Cも

みつからないで長量れると忠司たんだろう。 (感煙、 4年〕
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段初ホ'ロ ージマ4てからかわれた拷， アリョ -i/マが木rr登らなIJ・司たのは，受れなか司たからではな

く，母からとめられていたからである。ここまではどの子どもも向織の考えのようだ。それならボロ ー

ジャがいなくな司てから ， なせ.ひとりで木Vζ至~...， ft.のか。こ O)~婚はなかなかむずかしい問題で，上に

かかげた感忽は. rだれ1'(も見つからないで祭れる。 Jつまり， ;:!(ロージャがいなければ.mの禁制を
犯してもへ(fC知られずKすむからだと解釈しているものと忠われる。しかしこと?とは，木κ主主 4 てはい

げないという母の禁制がアリョーν? を強くとらえている ことはわかるが.たせ'母の禁制を犯すvcヨ~...，

たか，そのなぜに答えてはいないようである。次Kかかげる感想は， この時のア 9;r -"ノ?の心理をか

なり詳しく叙迩している。

・お母さんからは木K主まることを祭じられているし友達からは 「あまえ司とJと言弓てからかわれて
いる。そゃな時@ア 9ョ-iノマの気持ちはどんなだろうか。……… アリ ョーレャが木1'(号室 4 舟こ時の

決心まそうとう聞か司えだろ勺のお母さんの言いつげを守らないで，すべすべした高い木へた4 たひ

とりで盗るのだから。アリ a-νャはポロージ令からさんさ.んからかわれてくやしか司たのだるろ。

…この場合仕方ないと思ろ。ア リョージマだ 4 て.お母さん令ひ，...，くり させよろとわぎとや

q たんではないし，ぐやしさをおきえきれなか4 たからだと怠ろ。(感恕 6年〕

ボロージャKからかわれた〈やしさから母の努制を犯して，ついκとの大きなしらかばVC登るvc苓る，

アリ a ー ν eの心の申の~藤がよく摘まれている。結臭的事ひま，結晶n;ロージ ャ 』てからかわれたくや

しさから.母の禁を犯すVC毛司たと見るわけである。ただしかしそれならば.ボロージ?の前で堂々と

殺 q てもいいわけでSえる。その方が男らしい。

・だれもいな吾、とき木に殺るなんて男らしくないと忌ろ。(感怨 4 "五)

とい勺感想もあるが，も4 ともと恩われる。こうした札さらVc.母の袋詰IJをも勺と案〈感じとq てい

る次のよろな感想、がある。

・犯はこの女章を読んで.アリョーレ・といろ少年は，どう してボロージl'Yとからかわれたから叶て，

跡あ札のいいつ付をやぶ『てまで，しらかばの木(L主主 q たんだろうとばか府亀しく怠4 むもし

もアリョ ー ν 1'~てほんとろの~句があ司たならば.ボコージ?にからかわれたくらいでしらかばの):;:

K建とはずがない (感想 5年)

母の言い付けを守り抜く鋸気がiJ'，...，て当然だとい勺のである。だから，アリョーレヤが母の禁制を犯して

までしらかばK登4 たのはa 単Kポロージeκからかわれたためばかりでなく，も勺と51IJ内:11:肉が強く
はたらいたことK気付かねばならない。それは 一口κいえば.あの大会;仕しらかぱκ受q てみたいとい

ろ少傍らしい心である。

・それは，ボロージ ャvc.じまんされえからじ平ないと患う。アリ 71- i/伊は.ちとから大きなしらか

ばの木l'C登りたか4 たのだろう。だからいいき 4 かけだと忠司て登4 たのかな。それともボロージマ

Kじまんされたのもあ 4 たのかもしれない。f嬢惣 6~) 

こうした解釈はほぼ的を射たものと君司ていいのでないかと忠う。

-母のいいつげをまもらたいで盈吋たことは悪いと，思うが，ボロージャκからかわれてくやしくて自分

のカをためしたのだから，母りいいつけそやぶ司てもしかたがないと思う。(感怨 5年)

・こんどは，だれUてもないし占でそ~"">てみんな vcからかわれても f-Q:れるJ と自しんをもてる。(感想
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6年)

この大きなしらかばκ宅まれるかどうか.自分の力をためしたい， r凝れるJという自信令持ちたい。こ
うした少年の内音s的欲求が，この冒険をあえてなさしめた大$な原動力VCな 4 ていることを上の感想、は

指備しているのであるのこのこ とは.次κ記す調官まの結果iてもあらわれている。

調資(三)二(11 この話より前.アリョージテは，この大きなしらかばを見て.いつもどんなと

とを思 4 ていfとでしょうか。

この応答の結果は次のごとくである。 (A-Eは，応答の婿型とそ・の事例)

A -ぺんでもいいからのぼ 4 てみたいなとおも...，11:。

8 この木のてっぺんKのぼ司 たら気もちいいだ為うなホn

C 建りたくてしょうがなか司たがおかあさんがだめだとゆろので寄れないと怠「ていた。

D のぼれるかの+まれないかとおも 4 ていた。

E その他。たとえば.

こ烏がいてそこκはたぶんすがたくさんあるだろう。

しらかばの木を・きη斤殺してやりたいと恩..， 1'c..， 

いいしらJがほとおも司ている。

表 4

A C D 

A 年 37 1 2 

5 千五 26 2 5 2 

6 苧E :5 1 2 6 

計 94 5 1 3 5 

% 78.3 4.2 10.8 2.5 

E 

2 

2 

5 

4.2 

計

42 

37 

4 1 

120 

1日。

アリョー ν々 が常々とのしらかlまの木K

19-，てみたいと患丹ていたとするものが 釦

%近くいることは，t主目していい。(との
調査は.全文a-読み了え戸:あとから，アリ

9 ーνγの気持ちを推測させたものである

。 }アリヲーν々がしらかlぎの木K重要4 た

のは，ボロージャのからかいに反発する気

持ちκよるところ大きいと恩われるが，

(とのことは.アリヲ-，;〆マがこのしらかばの幹宏重量る途中ポロージ マを窓殺して， これK負けまい.

~ ロ ージマよりも丹と高くを豊ろうと しているととからも明らかである。)ただそれだけでなく ， その線

底VC，この大容なしらかばを見ていると，この木κ主主りたいという誘いを常白幡心K感じていたからで
ある。それがある 日 ， ポロ ージャのからかいを~-，かけとして，現実の笑行vc移されたのだと解してよ

かるろ。子どもたちは，この少年の心κi曾復している実行への誘い， しらかばの木の聖書力を，は 「きり

と怠織化するVζは歪らないが，心のr.tではこのことをは 4 きり感じ取司ているのではあるまいか。一

一ーこれは，この謝妥結築(そしてまた感想文κこの点の必ずしもは司さりとは出ていなかったこと)に

対する布、の解釈であるが，とκかくアリョ - i，ノマがひとりでしらかばの*vc受 4 たのは，この大会なし

らかばκ絡するこう した少年の心が，その線本κあること会知らねばならない。
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アリョ ーνマはしらかぱの幹の分かれ自のところまでボロージャをは丹きり意識している。そしてさ

ら κボロ ー ジャ Vζ勝とろとて司ベん自がけて主~....，てゆくのであるが， そのあたりからは， Iち 4 ともむ

ずかしくないや。それvc，ち4 ともこわくなんかないや。 Jと，しらかぱκいどんでゆく 。木登りその

ものへの心K誘われて，て「ぺんへて司ぺんへと号「ていったもののよろκ思われる。(とのへんの心

の変化は，子どもたちの感怨Vてはとらえられていなか....，t7:o )一一一 そして，ついVC，てっぺんvc{f司

て「おろい。 Jr:おうい， Jときけぶのである。
したが勺てこの叫び声は，よろやく木のて 4 ぺんvc殺りついて下界を見下した時vr，下界VC!呼びかけ

冷いよろな気持ちからおのずから発した叫びと見るべきでがろろ。それはこの巨大なしらかばの木を征

服した歓呼のとえとも言えるであるろか。 r大きな声でさけび始めました。」と書いてある 3

調査仁}二 附ぃ。 Jとアリトジヤは大きな声できけび始めましたo との時，アリョー パ

叶まどんな気持ちだったでしょろか。J

この応答の精巣は次のごとくである。 (A-Dは応雰の惣型とその事例)

A はれぼれした気持ち。

木のて 4 ぺんまでのぼ司てとてもまんぞく 。

や勺とて司ぺんまでのぼ....， frので「おろいJとさけんだ。

B ボロ ージ守VCじまんしたい。

木のて 4 ぺんまでのぼ勺えとと九をボロージマK見せてやりたい気持ち。

C 助けてもらおろと忠司た。

とわくてとわくてt，まらなか「プモ何
一人できびしか 4 たから「定ろいJと大夫な声できけんだ。

D めまいがしていやな気持ち。

からだがほて 4 てfrいそろ暑く少し目まいのするのを感じました。

表 5

A B C D AC X 計|

4 ~ 18 11 4 7 2 42 

5年 1 6 1 1 5 5 37 

6年 24 6 7 2 4 1 

計 58 28 1 6 12 2 4 11 20 

% 48.3 2 3. 3! 1 3. 31' J.O I 1. 71 3.31100 
」一一一ー
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この叫び声を分析すれば.ABCDの要素はいずれもはいっていたとい司ていいかもしれない。しか

しいま少し詳しく この叫び戸を観察するならば，おそらく，最初は， この大きなしらかばのて 4ぺんbて

ようやく登りついた，あるほればれとした，よ ろこびの気持ちAのおのずからの表出であろう。しかし

二度.三度と叫ぶ!:Tvcは，ボロ ージャ VC打ち務司たボロージ令VC見せてやりたい，といろような，ホ'

ロージャを窓殺した気持ちBも湧いてくるであろろ。そろして少し時聞が縫「て落ち着けば，高い木の

て司ぺんκいるさびしさ，さらvcはひとりでおりられるかどろかわからないこわさ。

・たいそう暑くなり，少し自まいがしてきたし. まわりFζはだれもいないのでさみしくなってだれか

をよんでたすけてもらおろと し売。 (5年)

といろような気持ちFてなるであろうし，

・おりられなくな司たらどろしょうかな。おちたらどろしよろ，おかあさんκみつかったらたいへん

だ。(4年)

というよろな現在の自分の立場が客銭的vc反省され，その「おろいJという叫ぴ芦は次第{ぞ心細いもの

K変司てい司たかもしれないのである。 t>::.R. ここでは「大きな簡できけび始めました。Jという時点

で述べられているのだから.Aを中心と した気持ちと解してよいであろろ。それは奈さや百まいをふり

切って，大きなfi5で叫び始めたので，高いしらかばの木のて司ぺんκ設司た心の開けゆく気持ちのおの
ずからの表出であると解してよいと思われる。

ク (3)の部分

この部分は.前K述べたようVC.調資 l二一)二の印象の深か「たと ころとしては，わずか 1名しか反

応のなか 4 たところで，いささか問題があるのではある まいかと指嫡しておいたのであるカ王子どもの

感想文の中Kは，との部分Kついて，次のよろな思いがけない解釈をしているものが，かなりあるので

ある。

・でもボロージャはどとでアリョ-vヤが木κ登っていたのを見たんだろろe たとえ見えとしても，

アリョージャがおかあきんvcとめられているのをし4 ているノしだから，つげ口のよろなことをしな

くともいいと思う。(感怒 る年)

・それはポロージヤがアリョ ージ マを見たのだ。私は帰司たふりをして晃てたのだな，そう。思いなが

ら「アリョーν叫ま気が変(fCなゥたんだ。 」と言う ことばは布、をおとらせた。だ司てアリョージヤ

をからかったのはがロージャじゃない。(感怨 5年)

ア リ ョーレマが木登り毛r母 ~C禁止されていることを知4ていて.ボロージャは.アリヨー乙/ヤがその祭

封Eしたことを母κつげ口した。ど とかでそ「と見ていてきげ口をした。そのいじわるでひきょろなポ

ロージ?の態度。 自分でア リョーνeぞからか 4 ておいて，その結果アリョ ーνャが木K主主司たのを今

度はつげ口をし，あるいは「気が変κな4 たんだ。」と言ぃ散らすとは，どういうつもりなのか。 まこ

とKけしからぬことだという解釈である。

もちろん，以上のような見解とは業った解釈込晃られる。

・けれどボロ ージマは，アリョ -v'"が木のて司ベんへの:まったことをしらせてくれたので，ホ・ロー

ジャを見なおした。ぼくがポロ -9.γだ-.r( Iるはずかしくておしえられなか 4 たかも しれない。
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〈感想 4年)

・でもポロージ ャが，ほんとうに，アリ拐 - ~ノャを，きらいだとは忽わなかった。ぞれは，アリョー

乙/ャのお母さんVC，アリ 3-v1'のことをしらせたのほんとうκさらいなら，しらせないと考えた
{感想、 4年)

とれはアリョーνャの危機を見て母κ知らせたとするので，ボロージャはアリヲーνャを救うためのよ

い行為をしたと見なしているのである。

ところで，とこの文章は，ボロージ。のしらせf'(:よ4 て子の救いvcかけつける母ま更を中心κ展開して

いるので，ボロージャの行為はそのき 4 かけをつく 4 ているκ過ぎないのであるから，ボロージマの行

為は，あれこれま全議だてせず，ただそれだけのとととして縫〈読んでゆくのが普通の読みであり，実際

子どもの感想文を見ても，この点、について一々批判や感想を述べていないものが多いのである。上κ取
り上げたものは，たまたま感想文のctf'(:現れたs 余り多くない事例なのである。しかしながらこの点を

特K取り上げて見るならば，上述のごとく.との部分十てついての子どもの続みは， 6をかκこの金く対立
した二つの解釈I(C分れているといえる。と ころで，ことのところは，いうまでもなし

とっせ・ん，あけひろげたまど{と.ボロージマのおびえた顔が現われました。

という本文からいっても，自分のからかいがもとでこんな大事がお$てしま 司え。 いまさらながらその

事稼げおどるいたボロージヤがアリョ -v..の母VCその危急をしらせたのである。これをポロ ージマの

ひきょうなつげ口と解し売ものは， ζの「おびえた顔が」というととばを税みとっていないのである。

「したがhておそらく ，そうした続みとりをしたものは，ア リョ ー乙/ヤがいま容易ならぬ事態κ立って

いること。それK対する母殺の必死な救助。とうしたこれκ続〈ー遂の内容もイ-分κは読みとることが

で念ないでしまうであろうと患われる。)いまこのような誤れる読みκ陥 4 た原因κついて考えてみる
と，一つκは，.辰初の(1)の部分で，ボロージャを，いじめっこでいじわるでと， 一途κそうした印象を

深めてしまい，文章の展開とともに.ボロ ージャκ対':Jる解釈を柔軟に変えてゆくことが出来なか 4 た

その結果， rおびえた顔が」 というような表現をそのまま読み過ごしてしまうことκなる。 二つKは，
木κ設勺てはいけないという母の禁制が非常化強く子どもの心を支配していて，アリョ ージヤがしらか
ば4て登司たことを. も司ばら，アリョ-v1'の， 母の禁制j材Eし母の言い付けtて背いた重大な過てる行

為と解し.これを知司たポ ロージ ャが，そのいじわるな心から母κ告げ口したと解釈するわけである。

こうした.母のいましめを破るといろような行為への道徳的関心l度の強きが子どもの読みにおいては，

大きな比重をも吋て作用するものであるととは，主主自K備する。このボロージマが告げ口したという解

釈は，以上のような点からさえ誤読Kよる結果と苦言えられる。

・ボロージャがアリヲ -iノャのおかあさんKしらせた時は，ボロージャが心配していたのかな。さ 4

きはあんなκぃば司ていたのκ。 (1感想、 5年〉

こうした正しい表現の読みとりが出来ているのは，ほんのわずかκ過ぎないようである。

「ア9"-vヤば，気が変κなったんだJ

というボロージャのことばは， 子どもの危倹を感じてま ゥきおl吃なった母親の顔色f'(:，えだならぬ不安

を見て，いまさらながら事の重大さを感じたボロージャの動揺した心の視かれる発言である。もちろん
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その言葉の内容は，木tどま量吋た責任を専らアリ ョーレ 令κなすりつげた責任逃れな言い方でd>り，ア9
3-i/マvc対する援ロともな勺ているが， ごろ言司た時の;t;ロージマの心の鍛揺，そろしたJ心の機微を

読みと 4ていると察知されるような感想、は見当たらなかった。大多数の子どもはこのことばKは余りをE

意をとどめず， 読み過しているもののようである。たまたま感惣"5(の中でこのことばK触れたものは，

次のような解釈を見せている。

・ ア~ "-sノヤは，もっと たかくのiま4 たのでくやしくて，気が変Kなったなどい吋 tz::o (感想、 4 

年)

・ボ ロ ージャがア F 雪-"〆マのおかあさんに「アリ ヲーν ャは気がへん~な 4たんだ。 J といっ たと

き;u.t;t" おまえ fホ・ロージャ少年)，t)，アり費一£ノマをからか司たから， アリョ -iノャがしらかばの

木』亡のほ司メとんだぞ ! とどなりつけたいくらいだった。(感惣 5年)

・ボロージャは， rアリヲ-i/守ば， 気がへんVcな弓 たんだ。」とい 4 たとき，おかあさんは，じぶ
んの子どもを，そう言われた〈ないから，ポロージ...(0'(， rおうちへ.おかえりなさい。 Jとい丹
たんだと患います。(感想、 4年)

とのよう(o'Cボロージマの尊重なる慾口とだけ貌みとって表現の奥tてある気持ちを読みとれていないのは，

この是正代の子どもと してはやむを得ない，当然のととであるかもしれない。

調査 〔三1-(2) ボロ ージマはと・んな子どもでしょうカ'0 ま丸あなえはこの子をどう患いま
すか。

との設問の応答のEゃには. 1"いじわるなチJ1"むせ~ (fCんの子JIいば勺ている子， 自分ばかりいい

子rcなっているJl'いば司ている。 人の出来危いことをじまんしたりするいやな子だと思ろ。 」 という
ような， ボロージャを.if;ぃ子とする見方のほかVC，

・ア~ "-ν?のととをおかあさんκいっていい子ども。

・この子はそんなK君主ぃ子ではないけれど，さびしくて人をからか丹ているのだと思う。

.自分のととなどいぼらなければき勺といい子だと患います。

・がきだいしょうで小さいとばかりいじめている気の小さい子。

というような，ボロージマκ同情的な，もしくはその性格の一面を見抜いている見解も見出される。 そ

してこの多少でもボロージャκ対して好窓的解釈を施しているものの数を調べてみると，

6年 1 0人(4 2人中) 5年 ?へ(37人申) 4年 4人 (41人中)

であ司て， 3学年を通して見ると，金体の2jj;1J将司度の者!，:1，ボロージマを必ずしもただ一途な悪い子と

してのみは見ていないことが知られるのである。そうして， ~年生よ りは 5 年 6年がわずかではあるが

その人数がふえていることは，それだげ，人間的VCも成熟し， その読みが詳しくな 司ているものが多く

な 4ていることを示すものであろう。

エ i4)の部分

との部分は，しらかばのて勺ぺんκいるアリョ ーν?を無事地上κおろすところで，この物語のクラ
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イマックヌである。との部分の細かい点Kついては調査していないが，大体のところは，その感想文等

から縫察して，子どもたちはその意味内容はだいたいよく読みと 4 ているように号、われる。

調査〔ニ〕三 おかあきんは，しらかばの木に近寄りました。

このH寺，おかあさんは，どんなことを考えていたでしょうか。

この設問vc対する応答を下K記しておく。

.ああたいへんなこ と{どな勺た。

・もうそのときはな{吃もかもわすれてアリョーνャのことだけ恩4 ていた。

・なんとしてでもァ99-νマをおるそろと考えていた。

・おかあさんは，とのときおこ ってはいけないとかんじた。

・ぶじκアリョーνャをおろすV'(はどうやるか。

・アリョ ーνャの心をしずめてゆっくりおちついておりきせよう。

・もしいきなの しかつてぴ司くり したひ ょうしκ港ちたりしたらどろしよう。やさしくはげましなが

らおろしてそれから注意してあげよう。

・アリョージヤ，どうしておまえばわえしのいいつけκそむいて木Kなんか主主4 たの。ま司てら 4 し

ゃい。いますぐおろしてあげますからね。

その表現』ては，それぞれニ a アγ スのちがいはあるが，いずれもそこ VC，子どもの危機的事態を認識し

てこれK立ち向かお勺とする母殺の心を続みと 4 ているよろに叡われる。

・おかあさんは，なぜアリョ-.ノヤが木V(愛 4 たのにおこらなか 4 たんだるう。との諾を読んで，し

みじみアリヲ ーνャとお岩崎さんの愛情を感じる。 ((ー〕 三 6年)

・アリョージヤのおかあさんがアり貫一ジャがしらかぽの*κのぼq たのを見ておどろいたがs おζ
りもせず，れいせいなたいどでアリヲーνャをみちびいたおかあさんはえらいとおも..，7to (白
三 4年)

冷静な態度で無事子どもを救い出したこの母親の深い愛情をイ・分心K感じとっているととぼである。

ただとの:4)の部分の読みで陶器だと忠われるのは，本文κも

アリョージャば，おかあさんがおこるど ころか，とてもおだやかな， ーやさしい芦をかけたのlにび

っくりしました。

と議;いてあるが，子どもたちも，との母親のやさしい態度Kふれている感鰻文が多い。そうしてそれが

無事κアリョ ーνャを木からおろすためのものであることも鹿島草されている。売だ子どもたらKと司て

は，母の教えvcそむいたの{どおこらないでやさしい態度で救ってく れたという点が，いかκも愛情派い
おかあさんとして受げと司ているので，このl侍の母の心の申の不安とのたたかい，真剣な姿， そうした

ものを→ー分K受けと 勺ているかどうかというととである。ことKとの物語の読みの中核があるわけであ

るが，その感想、文κ見られるとこるでは， ここrcかな りの鰯人差が見られるようであ り，全体的v(よく

読めているとは，必ずしも言えないようである。一『しかし，このこと I"J.，かえ~ て，教室Kおける指

導，国語綬業の存在理由を{哀をするものであるかもしれない。
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アリ g-νャがしらかばのて 4 ぺんから母親の助言{吃従司て下りてくるところは，子どもたちvc身近

な共感をも司て読みとられていることが.その感想文から推察するととができる。部分部分Kついては

特殊な解釈もまま見られるが.全体としては余り問題はなく，内容的な窓味の読みとりとしては，おお

むね出来ているようκ見受けられた。

;t (51の部分

調査〔ニ〕四 そしておかあさんは，いきなり大きな声をあげてなきだし，ふりかえ 4 ても貝

ないで急いで帰 4 て行容ました。

おかあさんは，なぜいきなりなさだしたりしたのでし tろか。との時のおかあさんの

気持ちを説明しなさい。

この設問K対する応答は次のごとくである。 (A-Fは応答の類型とその事例)

A (安心.ほ 4 とした，うれしい)

ぷじにおりゐれたのでうれしかった。

おかあさんは子どもがたすか司たのであんしんした。

B (心配.かなしい)

いままで心配していた気もちがとらえきれなくなって。

アリョ ー乙/マがおかあさんをしんばいさせたので，かなしい気持ちだ「た。

AB (うれしさとかなしさ)

ア9，， -νやが無事Vζ木からおりたうれしさと，アリョ -j/ヤが木から落ちたら ・・…ーと患う

悲しさで。

おりてきたらうれしさとどうしよろもないかなしさがいりまじ 4 たぜつない気持ち。

c (緊張からの開放)
アリ 3 -iノヤが地面Vζ足をついて，いま まで緊張していたのがほぐれて， 安心した気持ち。

ぷじvcアリョ-j/マがおりてきてほっとしたきもちと.いままで心配していたのが全部でちゃ司

た気持ち。

今まで心配していたが急vcほ司と してアリ ヨーレヤがかわいくな司た。

D (:約束を守らない行為)

アリョーνャがおかあさんのいうことをさかないでしらかばのきκのぼったから。

忠告をまもらなか4 たので悲しくな 4 てしまった。

E (勇敢な行為〉

とてもアリョ ーιノヤがゅうかんだったから。

ひ「かさきずだらけの足でしらかばのてっぺんまで蜜ったのでたのもしい気持ちやかなしい気持

ち。

F (恩いがげない行為】
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アリ :;.- i，.〆ヤはもう大きくな 司て母の手VOiおえなくなるのか。

;患いもつかなか司たことをアリ 3-νャがしたからかなしくてな$だした。

表 6

A ! B C D E F 
スミ伴 A~_H~ l B E~ X 計一 ト一一一ー

4年 1 1 3 4 1 5 42 

5毎 1 4 5 2 10 4 5 37 

6惇 | 日 8 5 7 4 5 3 2 4 1 

計 33 271 81 21 91 3 5 21 1 11 21 81120 

% ，27.5 22.51 6.7117.5 7.51 2.5 4.1 1，7 1 0.8 O.8! 1. i I 6.7! 1 0 0 
L _---'- I 

応答の絵築は上の衰のごと〈で，このゆ特にE.Fの応答κは莱7をして読みとりが出来ていたかどう

か疑問の点が残るものが多いが，その他はだいたいにおいてその表現のアクセントの鐙きどころKそれ

ぞれ遂いはあるものの，ほぽとの時の母親の気持ちたとらえているといえる。心配，安堵，うれしさ，

かなしさ，これらの気持ちが祭張のとけた瞬間，-{tKどっと母規の心Kおし寄せたのであるο だから

実際vcはABゃcvc類別された表現の中VCこのi侍の気持ちを詳しくとらえているものが多い。次VCかか
げる感想はこの|待の母の気持ちをよく解明している と思ろ。

・アリ ョーνャがぶじ{どおりられたのを見てなきだしたのは 3 今まで集中していた精神がいっぺんK

〈ずれおち安心感とまざ勺たのでしょろ。それからもう 一つは.ア Yョー乙/ャのためを思「て，木

殺りを;午さなか司えのκ当のアワョーνャは，おかあさんの心配をよそVC.高い商いしらかぱのて
「ぺん;rc寄生司たのですからおかあきんは悲し〈な司たのでしょう。 (感想 6~) 

なお，この~I~J奈の応答/fCは， ア リ ョ- ;/ャ VC約束を守らせる為(l'c r.M.泣きしたといろようなものは一人

もいなか勺1t。

・こころの取がかなしみでい...，/{いでいきなりないてしまったし，や〈そくをまもってほしいから。

( (こ〕阻 4年)
というような応答も，約束を守らせるためVC泣いたといろのではなく. rあんな高い*tゼ澄 qて，
約束ーを守らないで ・・…忍v亡とんな何日心配させて ・・・"Jといろような，泣いている中から混 々と湧

き出してくる母殺の気持ちを泌べたものと受けとれる。

と Kかく，これらの応答を見る と， 目的役:4)((Cおける母親の切実な心の中は.~ る程度すなお(fC政解し

得ていたもののよう K恩われる。 ただ2 前段{ておける母親の全心全力をあげての偉大な行動の果てκ。

支援とともだ泣きくずれるー人の母親としての愛情渓ぃ母性愛を.この丹としての久崎性を. どの程1交

読みとったかは，この紙上謝廷でほイ分はIJ>り知るこ とは出来なu、

カ ;6)の滞分
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線査 〔二)五 「ねえ，おかあさん，ね，もろなかないで。ぼく ，もろ大きくなるまでは，ぁ

んなi奇いところκは受らないよ。ねえ.もうなかないで。 J

こう言司たl時.アリョーνγはどんなことを患司ていたでしょろか。アリョーシャの心

の中を説明しなさい。

ーーー →、ーーーー、 ーーーー- - -' 

応答の結果は次のごとくであ司i'to (A-Fはその鋳型と事例)

A rおかあさんrl1:しんばいさせてほんとろ陀ごめんなさい。Jと忽勺ていた。
おかあさんκ対してすまないと恩4 ていた。
B おかあさんvcもうしんばいをかけないよろ たしよろ。

もうおかあさんをこまらせないといろ気持ち。

C おかあさん{どだまって木κのぼっ たりしてほんとろκ悠かった。 これからはぜ「たいKやくそく
をまもるよ。

もうぜヴたいに*なんかのぼらないとげ勺しんした。

D おかあさんがない たのでかなしく な 4 て。

おかあさんKなかれ/とのははじめてだからかわいそうな気がした。

もうこんなκおかあさんをなかせたくないし，どろい丹ていいのかわからないの

E しらかばの木K努ってこんたV(おかあさんが心ぽいしたのでとうかいした。

おかあさんをなかせてわるか「食。ァ3ヨージャの心の匂はEきか司た。

F その他

お母さんがこんなrc自分の事を心配していてくれたとしてうれしか""1乞。

アリヨ ーレマ ば，はじめて木l!(のぼ ...， 1をんだから，もろいいと忠ったω

母をくるしませたこととおりると患のとわさろ

Aは母4てあやまろろとするすなお

な気持ちのあらわれている応答であ

る。 8はもろ母に心配をかけまいと

焦ろ気持ちの Cは約束を盛るまい，

木tてばもう受らないといろ決窓の気

持ちをあらわしている。これらはア

リョ - i/ヤのことばを内容的rc読み

と 4 たL~~容である。とれrc対してD

は，思いがけない母の態度にとまど

い，どうしてよいかわからない，ほをどうなぐさめてよいかわからない気持ちを奮勺たものであり，この

ことほの発せられた時の心の状怒を説明したものである。 Eは後悔と反省の気持ちで，Df1ζ近いが. Dは

表 7

d~ 
i計 5

耳打ヨ
計 1Z 

可 ? 7 8 E 

1守 22 1 5 6 4 

25.0 124.2118.3112.51 5，u 
ー一 一・
5.0 100 

一一一一J

(:X:は無怠味もしくは無答)

l% I 10.0 

心が母へrb];Q'円ているのvajして，Eの方は自分自身1'([匂か司ている。したが4 て少し詳しく三ろならば
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母の泣く姿を前にしてDのような心の状態で，一方Eのよろな後悔と反省の気持ちを生じ，それが各人

の個性の色づけを得て.ひたすら母κ対してあやまろろとする気持ち{刈や.結締約Kもう心配をかげま

い倒.木κ登るまいrCIといろ決意の気持ちrrcも発展し，それがこのととばとな司て発せられたと考えて

よいであろ弓。一一一一子どもの応答は.多くの場合.その応答の時点や次元の迩ぃκよ司て，間ーの間

い K多くの異吋た応答を生じがちである。これらの応答をそれぞれ位置づけて総合的 IfCP，i事釈する時~，

むしろ正 Lい豊かな解釈が生まれてくるものである。

F は特殊な応答である。その申で特κ. 事伊~VCあげた「お母さんがとんなκ自分の事を心配していて
くれたと してろれしか 4 た。 jといろ応答は，多分κ平素の母の愛情への欲求不満を背景とした，もし

くはそろした心理を理解し得るかなり箆維な精神構造を基盤とした特殊な応答であ司て， Eの事f7lH'cあ

げてある「おかあさんをなかせてわるか4 た。アリョ ー乙/ヤの心のctは階か...，n:.o Jという応答とはま
るで反対の気持ちの受けとり方tてな司ているのが注目きれる。こ ろしプ智子と'もの読みとり場面iどなると

それぞれの人格形成κ応じて，その続みの個性的違いの著しいととを見逃がすわけrrcゆかない。

以上見てきたよろ VC，それぞれの応答κは.応答の時点、の差や個性の差IfCよ勺司て，いろいるな受げと

り方の速いが見られるのであるが，その大部分の応答からは，との暢吾の終局Kおける，母子の愛情，

母と子の心の結び付きが・かなりは司きりと感じとられているととが，-)，ぷ推測できるのである。

2.文章表現をどのよう陀読んでいあか

子どもたおが 「大きなしらかぽJをどのようK読んだか，その内郡ヲ読みとりの後相については， 前

節で述べたが， 子どもたらが実機vcこうした女学的文震を競む過程では，どのような読みが行なわれて

いるのか.感じたり考えたりしながら読み進んでゆ〈読みの様相κついて見てみたい。ここでは主とし

て子どもの感想文と.調資(ー)三の応答から考える。

(11 文学的文章の読みlそ必いては.その表現の一つ一つK主観的反応を伴 4 て

読んでいる

まず一例をあげるφ

「大きなしらかばJを読んで 5年 I児

ぼくは.これを読んで，さい しょVC，感じたととは，あまりないけど，アリヲ ーレヤはボロージ .yfて

ひやかされて，くやしくて，木11:，聖司たんだな。でも.ぼくだ.....，1tら，おかあさんK言 4 てからκす

る。ボロージ伊丹てゃな子だな，自分が，釜れるから 4 て，いば 4 てら。ぼくだ勺たらすぐそう言ろな。

アリョーνマは授はんぼうのまん中まで長量れる 4 ていうザど， Iまくは三年生の時. 一審よまでのほれた。

でも，アリョー乙/令とぼく じゃる，その時の年は，ちがうだろろな。アりヨーレ'"1"って，ゅうきがある

な。おういとよんだ崎山びとは，きこえたかな。

議のかげの，ぽちまで.見えるなんて， 1 0メートルぐらい登司たのかな。ボロージマがアリョーν

マの，おかあさんVC，しらせた時は， ボロージマ，心配していたのかな。さ 4 さは，あんなに，いばっ

ていたのκ。
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おかあさんは，あとで，なくなんて.ょっぽど，とわか q たんだな，でも，木VC主主4 ている，ア9

;!-νマκ，ないているところを見せると.木から .およとちる，かもしれない。やさしい，おかあ

さんだな。ぼくのおかあさんは.そんな時，すぐ，おこります。でも，いいおかあさんです。ゆ司く

り， .おちついて.やっぱり自分の子だから.よ丹ぽど，しんげいを，使4 ただろうな。ぼちゃ.工場

が，見えなくな司ても，おかあさんは.ゆ 4 くり，せつめいしてくれた。さ 4 きの，かれた木K足を

かげた時，とわか q たろうな。もろすとしκなると.ぴょんと，とびおりた。ぼくだ勺たら，それよ
り五4・センテ上あたりからおりるな。おかあさんよ 司ぽど悲 しか司たんだろうな。アリョ ーνマ，悲

しかq たろうなe

いま.この感怨文から縫察されるこのチどもの読みκついて考えてみたい。この感想文は，だいたい

話の筋の順κ従4 て替かれているが.印象の8裂か司た所を申心tゼかいているので，詳しく見ると，内容

的κ省かれている部分もあり，また必ずしも務の筋の瀬K忠実κ従勺ているねげでもない。以下この感

想文をその質商から/1贋K見てゆき庁ぃ。

「アり .-iノヤはボロ ージャtL，ひやかされて，くやしく て， 木I't:，主主丹たんだな。 Jこれはアリョ

ーνマがだれも見ていない時yt:ひとりで木に主主4 た理由をま児が推測して主主べているのでJ;る。;;fcラtn:

は直後そうした王霊園は奮いてないが，前節でZ字しく見たよう!IC.本文 1の部分からそのようYLf量測した

のである.アリ!I-νャがなぜ木κ登4 たかを刷怒と し，自分なりK解釈して説んでいるのである。

「でも.ぼくだったら，おかあさんK雪司てから V亡する。」 と， 自分がアリ， ーνャの立場だq たら

と仮定して，その行動を批判する。 rもし忍だ司たらJという急ハ方は，子どもの感想文Vどは最も しばし
ばtJ:lてくるきい方であるが，とれはその背後κ，ある意味では，作申K自分争おいて貌んでいる結果fご

と忠われる。作品κ同化して読み進みながら.同化しきれない場面K当面した時， rもし払だ4 たらJ
という感燃が湧〈のであろうと思う。

「ボロージヤ司てゃな子だな， 自分が，星空れるから勺て，いば勺てら。」作品のゆκ同化して読んで

いる語気である。

rlまくだ司たらすぐそう奮うな。Jというのは，多分，すぐその後I'C苦かれてある登はんぼろjr(酎1

ると言4 たζとf'(ついて.雪q ているのであるう。 ここでも， 日まくだ司えらjとい4 ているが， これ

は，ァ9"ーνャがいつまでもがまん強<.d(ロージャのからかいを受けているの!IC，読んでいてとちら

かじれ『たくな4 て.こう述べたのである。ここでも，その背後VC，主人公vc同化して感情移入して読

んでいることが推察される。特κいじめられたりする弱い主人公κ対して同情的な気持ちが強く はたら

さ，進んで主人公VC，そのような時こうしてほ しい， こうあ4 てほしいという期待を託するのである。

そう した気待ちが， れまくだ司たら，こうするだろろrt:Jという ような感偲κなる。小説など読んでゆ

く治会の一般的心獲である。

「アリ Bーレマは毒事はんtまうのまん中まで重量れる q ていうけれど， ぱくは三年の時 …………J主まは

んほうが出た時. . J屈ますぐκ自分の鋭敏を思い出した。文章表現κ触れてそのきかれている撃がらκ
関係する縦験を慾起するのは極めて普通の事実である。(俄々のことばの理解でさえ，その語にふれて

自分のIr>i寝κしまい込まれている語いの貯I絞宇ンクのゆから，その語の他殺をひ主出してくるのである〉

この筋合，~まはんぼうということばで， 校ほのそれを患い，すぐ， 自分の S俸の時， -*上まで主主司た
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事実守忽起したのである。と弓した自己の縫量生がし.J;">中読みの過程で顔を温して，文重宝の文脈的政解

を阻み妨げる場合も往々vcしてあるが.この I児の場合は，そうした税敏へはl向わずVC，rでも，アり
ヨーシヤとぼくじゃあ，その時の偲は，ちがろだろうな。」と考え. rアリヲ ージヤ弓て， ゅうさがあ
るな。 J と，文脈的K緩めて正しい方向へ，その設~をも っていっている。交重量の展開。て沿って確かな

読みを進めている。

「おろいとよんだ時山びこは，きこえたかな。」高い木ので 4 ぺんvc去を吋 t<.アリョーシャ VCす4かり

同化した。そのイメ ージ化はすばらしい。差是かな生き中きとしたイメ ージで読んでいることが推察され

る。

「議のかげの，ぽちまで，見えるなんて 10メートルぐらいを差....，7をのかな。J木の上から眺めた気

持ちである。本文では，森のかげの慕地が見えるといろのは， *~(量生司てゆく途中でのこととして普か

れている。これをいま， 木のて司ぺんからの挑めとして表現しているのは，木のて 4 ぺんlゼいる主人公

の気持ちvc同化して言4 ているのである。 rl0メート ルぐらい公司たのかな。 Jといろのほ，同化的

な読みのゆでの;児の推測であり，現実場荷としての想像である。

「ボロージヤが.アリョーνャの，おかあさんκ.しらvftた時f;f，，ボロージh 心配していたのかな

さっきは，あんなκ.いぱ司ていたのκ。J前節 1(2) r各部分の読みとりJのところで述べたようvc，
この時のボロージマの気持ちを i兜はよく繍んでいる。文採の展開K治 4 て6をかな読みを進めている結

果であると怠ろ。

「おかあさんは.あとで，なくなんて.よ .....1まど.とわかη たんだな，でも，*vc登 4 ている，アリ

ヨーνャVζ，ないているところを見せると，木からおっこちるかもしれない。やさしいおかあさんだな

。」おかあさんが，自分の恐怖と不安VC地えながら，それをアり万 一νャvc見せなかった，それを理解

したことばである。これはここの女定表現VC対する J児の解釈を述べたといえる。文怠か読みながら，

その内面的意味をは 4 きり抱録してゆく。そして「やさしいおかあさんだな」と作申の母親化共感する

のであるのするとまたすぐ 口まくのおかあさんは，そんな時，すぐ，おこります。でも，いいおかあさ

んですoJと自分の母親の顔が浮かぶのである。ころした読み手自身の局闘のもの，あるいは身近なも
のをひきあいK出すのば，前YC述べ7を，過去の経験全想起するのと問機である，われわれは常I/C自己の

身近K体験しているものを想起しつつ，心のむでそれとひさく らべて文章を読んでいるのである。文章

を王建解するといろ ことは， あ7.:)~意味では，そうした対比関係rcおいて理解されているのである。ここで

きえば，アリョーνマのおかあさんが自分のおかあさんと異るから， rやさしいおかあさんだ。Jとい
う認識が生まれるのである。

r~ っくり，おちついて，やqばり問分の子だから，ょっぽど，しんりいを，佼っただろうな。ぼち

ゃ，工場が見えなくな司ても，おかあさんは.ゆっくり，せつめいしてくれた。さ 司きの，かれた木K

足をかけた時，こわか....， f(るうな。 !アリョーレマが木を下りてくると会の，母殺の，会掬畿を集中し

ている心i遣い，アり翁 -i.ノ伊が必允κおりてくる~I'C共感している読みである g 特κ， れまちゃ.工場

が見えなくな っても，おかあさんは，ゆq くり，せつめいしてくれた。 Jという点、κ問自しているのは

(このところは徒然家の高名の木のぼりの教えな総わせる)このI児の読みの傑さを示している。

「革、弓すこしf(なる と， (}ょんと， とぴお りキ。』まくだ....，，，と ら，それよ り五イーセンチ上~ 7モりからお
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りるな。 jユーモラスな表現である。 I地面は，もろすぐそとです。ア .，9 - iノヤは，手でふ・らさがり

からだをのばすと，ぎ4 と地面tてとびおりました。 」という本うどと対照すると， この I児の読みが，こ

うした部分κも，いかK生き生きとしたかがやきを見せているか，わかるのである。

「おかあさんよ円11"ど怒しか司たんだろうな。アリョ ーシマ悲しか司たろろな。 Jこの簡潔な表現の

中1'1:， この物語の最終部分VC対する 1'.尽の淡い共感が見られる。

以上見てきたよろκ，J児はこの !大きなしらかばJを笑rc生き生きと続んでいる。その読みの過程

では，その衰弱V(触れて感じたり考え1Tり，いろいろな怒いを絢κ浮かべて読んでいる。鐙かなイメ ー

ジを織さながら文章の内面的な意味をし吋かりとらえ，作品κ共感を覚えながら笥んでいる。 子

、ー

ろした読みの糠摘が，この感想文を過して推聖書されるのである。それは持軍 I替で述べた，言語活動とし

ての読みグの一典型を示す事例だと言えよろ。

この T児は平素の国語!災綴 5の段階，知能僑考f商品 3の男子児謹で，tP位苦手。て属する子どもであるの

しかしこの感想文K見られるかダりでは，その本女の実業内容の鐙解も正しく，その簡潔明快な表現力

とともVC，その読解力は優秀であるとい 4 てよい。

さて.文学的受章の続みは，冒頭から末尾へと文i!iκ即して縫略的K読んでゆくわけであるカL それ

は単 κ， ~条的κ対派がたどられ，文章自体のちっ~鰯約な意味 |せ界が税みとられてゆくといろのヤは

なく，その一つー勺の表現κ，読み手の心が主観的K反応し，あるいは既有終験が呼ぴ起きれ，あるい

は好悪の感情が携さ，あるいは想像の翼をほしいままK し，あるいは批判的思考を{定事れるなど，そこ

VQ流み手の，c、vζ，情的，.意的，知的なはたらどきを殺打たせつつ，そろした主餓的な心の振傾を伴 4 て続
み進められてゆくものであるととが知られる。

ととるで，突は、こ今した心的反応があまりK強く .かつ偏る時VCは，女王Eの客観的女振が総視され

漆:怠約な説縁。て愉る危険がある。そしてそれは誤寺1~，曲線IfC速な『ている。ま穴， 反対vc. こ弓した心

的反応をやrわない読み((Cr;t ，感動のない=筋だけのたE解に終る，平板な読みが見られるのである。

文学的文堂の読みでは，この主観的な心的反応を適度化伴ーいっつ，文;Jf;cκf!fJして続んでゆく. この主綬

性と客観性のかねあいがたいせつマあ「て，それがほどよくパラ ンスの とれた望ましいすがたであると

き札その読みは生き生き と感動深<.作おの心κ触れた読みκなると忠われるのである。

とのよろな主持的反応を伴いつつ読むことが，われわれの読みの自然のすがたである。学営指導κお

いても，このy需主の読みvcおける主続的反応は4・分考えてみる必要がある。文章表現を理解するという

ことは.上のl銭怨交で見てきたよ ろκ，1，;は，その主織的反応を通して，その文京表現を，自分の体験

で1i{iかめ.自己ω体験0)Ltκ位農づけゐことなのだと忽ろ。 そろすることVζよ4て，文章表現の意味が

ほんとうκ白ウfのものとして納得され箆時卒されるのであるの グ解釈約読V で，文章の存銭的意味を

i重んじ.これを君主鋭的vcとらえようとするが，1/ 読む'という活動はどこまでも主観的主体的な活動

なので，火長主の主主長白的 .窓1床は，その読み手の主織をi遺Lて犯綻しなければなら I~いのである。文章表現

の客観的怠昧は.との主観的反応を過して，始めて，その主主鎖性がF産総され，自己の{本畿のCjJvc一つの

意味として組み入れられるのであゐ。こう した時lに始めて，文正主は生き生産と自己自身のものとな司

て読まれるのである。もしこれを，解釈約締草11 ((c対していうならば ρ 体験的統解 M とでも名っ・け
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てよいであろろ。こうした読解が u 言語活動としての読み'を育てる続解を特色づけるものとなるだ

ろうと思ろ。したが q て学習傍導としては.続み:rcおけるこうした主創的反応を.単V亡王銭的反応とし

て見るKとどまらず，その中で，もしくはそれとの対比において文掌の涼味な考え.日己の体験の申κ

機長きづける ことvcよ4 て，表現の真の滋味?他仰させるよう κしなければならなむ‘。その時，その表現

の怠味が，ほんとうκ体験的K自分のものとして三重解されるのである。

r2) 文学的文章の読みVてないては. その読みの過程で，疑問手抱いては自分な

りの解釈を擁し. 自分1.lりUて納得して読んでゆぐ

女学的文宏の読みκおいては，随所κ疑問を感じ， (それは，疑f!~，と いろ よろなは 4 きりしえかたち

でなく .ばくせ.んと，どろいろのかなと感ずる縫合が多い}これを自分なりκ解明しつつ読んでゆく。

とのことは前項の 兜の感想女のIflVCもJ¥!tv亡出ていたこ とである。また.下どもたちがとの 「大きなし

らかぽJのそろ し庁疑問を具像的げどのよろκ感じ， またどのよろ K解釈してい司たかは.第皿意 1t2i 

各部分の税みと りの項で詳しく 貝てきたところであるの との，読みの過程で疑問を感じてはこれを自分

なり K解柊して税んでゆくといろ ことは， グ号先む'といろ活動そのもののすがたであり.u 読み H の

本質的な問題でもあるので.特rcこうした衝での子どもの緩相κついて.以下少しく考えてみえいと忍

')0 

一例をあげる。

「なVC.じようだん言ろの 1 d;.ロージ...0 Jと.t..かあさんは言いました。 rろうん。 ほんとうだ
よー」と，ボロージeはさげびま した。 rほら.あそこ，0:.そと，いちばんて司ぺんκいる。えだのし
げみvcかくれているんだよ。Jおかあさんも，こんどは， アリョ-v1'のすがたκ気がつきま した。

おかあさんは.そのえだから地酒までのきよりを固で測りま した。おかあさんの頗は.しらかばの斡

と同じぐらいκ白くなりました。

といろ本交のところK衡する惑懇で次のよろなものがあ司免。

おかあさんのかおがま白fてな 4 たのは.EIでt!.1りをはか司てたかさが高いから? (4 ~手 S児)

とれは・調を {斗三「このお話を読んで，あなたカ穏じたこと，忽 4だこと.考えたこと，なんで

もよいから，g~なさい。 J とい勺設問K対する応答であ司て，この応答者は，閏語成績 5 の段階，知能

偏差値 6 0 . 中位露草κ~する男子児笥である 。

この 「大$なしらかばjとい弓作品を統んで，感 じfrこと思ったとと考えたことと レて. このS児は

以上のことをただーつ答えたのである。この子κと司ては. rおかあさんのかおがま自にな『 たのは自
できよりをほか司てたかさが商いから」といろことが，心K感じた最も人tきたことがらであ司たわけで

ある。それは，おかあさんがア リ曾-v...のいるえだから地商までのき£りを包で制4 たことと，おか

あさんの顔がま 4白κな 4 たこと.このニつの悶の表現の空白を.s児自身「それはたかさが高いから
たJとして.埋める ことが出来たからであると思う。母親が，ァ')'"ーか， ...のいるえだが地商から余り

κも必いI針f'Cあることに気づいたということを.s児はg分なりK丑星島幸したのであゐ。それは， s 'AViζ 

と 4て真によさな発見であり喜びであ司 ttVC~釜いない。このしらかばが， そんなκ大さな木であり，ア

リョ-vヤがそんなκ高〈星空「てい冷ととκ.S lJi!.自身いまさらながら篤いたのである。それは. この

ー品工ー



物語の主題κ速なる最もたいせつな理解I(Cかかわ司てくる。これを理解したと色この物議の全貌がは

4 さりと見えてきたことであろう。 S児が特κこの部分を，最も感じたこと.患、 4 たこと，考えたこと

として取り上げている気持ちがわかる気がする。それは，そのことκよ4 てこの文重量会体の迎解が成立

したよろこびVCIまかならないのである。

文章を読んでゆく過程VCおいては，このようκ，部分的κ，いろいろ疑問を抱き，これを自分なりK

考え.納得して読んでゆくものである。こ うした疑問のとけた喜:び，その結果，文掌K普いてあること

全体が突然霧のはれたようKわかってくる。文章の読解といろものは，とうしたよろこびK支えられて

いるものである。

ところで.とのようκ文章を銃む過程で，いろいろ疑問在感じるわけであるが，どのよろな場合VC.

どのような疑問をもち，それをどのよろvc解決してゆくであるろか内この度の繍査の申で気付いえこと

を二三断片的κ記しておく。

①袋現のtE白κ商した窃合

文章表現は，多かれ少なかれ，文とう:Z.段落と段穫の閲VC空白があるもので;};るが，これを読み

手が適宜埋めて読んでいるわけである。これをどろ埋めて読んでゆくかが問題である。 一般(1[~;t . 

文採的vcその空白がおのずから唆められてま型解されるわけでみるが. (上記のS児の例もそれであ

る。)読み手κ文脈をたどる)Jの乏しい時や.!降vcO高...， 1主主銭的反応の著しいものは，誤読や助角草

閣かれやすい。また特VC~空白の大きい1時 Kは，想像のはいる余地が大会いので.想像性の強い子

どもは，かなり岳由なさ主主裂をそれからそれへとはたらかせる場合がある。 (これらの事例はこの論

稿の申Fていくつも見られるのでここI"CIま省略する。)

② 精神的未熟や人生後草案の乏しさから内容的理解が出来ない場合

こうした場合，多くは自分の統有終澱[言語経験も含めて)で推し測4 て滞解しようとする。そ

の結果.文d飛をゆがめた無:f1i!な解釈を生み，誤解κ陥りやすい。

ポロージャtJ.かげつけて，おかあさんκったえてから，あのおかあさんの.し宇ベりかえや，た

いどが.急κかわ司たところは，うちのおかあさんが.おつかいを. 1をのむときのような，あまい

しゃべりかえなので.ア93-νャも，び司くりするはずだ。大きな，どなり声をだしていたら.

アりョーιノャは，おりてこなか司ただろう。(感想 6年)

とこでは.おかあさんの言い付げを破丹たことを怖れて，木から下りてこないアリ ョ- i，ノタを.お

かあさんは・何とかしておろそ弓と して 「おつかいをたのむときのようなJあまいことばで呼びかけ

たのだとJ;P干している。しかしいうまでもなく， ここのところは、町112ft'注べえよう!仁そんな事態

ではなくアリヲ-vrが1疑事K池上{どおりられるかどうかが閉鎖の中心なのであるイアリョ -i/ャを

恐怖させないよろκ安心させs 勇気づげるためのやさしい呼びかけなのである。おそらく，この子ど

もは.この母続のやさしい呼びかけの部分を読んだ時rc.すぐι 自分のおかあさんのことを忽いだ

したのだろう。母がおっかいを頼む時vc念、ft:しゃべり方やたいどをかえる.そうした経験がとの場合

のア9"-i/ャの母の態度と同じなf1)だと感じたのである。その結采，zzの持効似の時の経験ば，グリき可る/ヤ

が木vcかくれていておりてこないのを，何とか誘い出そうとするためのものだという考えを，いっそ
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勺強めてし支ったのである。このようκ，.8l有経験は・文章の正しい解釈の籾魔とな 4 て，誤解をます

ます閉めてしま司たり，曲解vc当事いてしま『えりすることが，索。下多いよう K忠われる。との子どもの

アリョーνャが母K日tられるのを併設Lて木からおりてこないのだといろ解釈も.おそらく自己の経験が

もと Kな司ての考えで;1.司て，彼の既有経験が卒・乎としてこれを袋行ちしてしま 4 ている結果であると

恩ろ。

所詮，われわれは自分の経験の枠組でのみものを見たがる。ち:C~誌を続む場合も同織である。それで.

問題は，このものを見る自己の枠組を. 耳?vcおしをEげる努力がなされなければならない。人間的成長と

はだんだんものが見えて〈ることである。文学的文章を読むということは.この点、で極めて重要な窓味

をも『ている。文脈。て治司ても q と柔軟な態度で文章表現を読む管i買が養われなければならない。そろ

すること Kよ司て，自己のものを見る狭い枠は打ち破られ.作考の心をも司て物事者r見得るよう tてなる

も内と広い世界が自の前K聞けてくる。自己の経験世界が豊かvcなる。文学的文{j_の読みが人間約精神

の形成Kかかわるのもこの点である。
'" 

@ 特tてイ底申学卒五の想像的傾向の強い場合

しらかばの末とゆろのは.どんながUとかいんだろろ。………そのしらかぼのあるまちとはどうゆ

ろ町なんだろろ。アリョ ーνャとボロージ?となかがいいんだろうか。しらかばのきはさ量れいなんだ

ろろか。とのおはなしはほんとろ K.1;.....1りまなしなんだろろか。アリ..-j/ての父はいるんだろうか

ボロ ージ，の父母はいるんだろうカ切このしらかばのさは，どんなK大きいのかな。 ((→三 4年)

ち責務からイメージを描くが.それを.も司と現実的なイメージとして抱卵しようとする。これは，子

どもの腕み』ては時tvc出てくることで「ほんとう Vどあ司たことjとしての納得を持ちたいのである。リア
ルな現実をも 4 て理解を縫かなものVピしよろとするのである。そしてそこ K文旅とは余 り関係のない想

像的な続聞が湧いて〈るのであるの

ころし晃子どもの想像性は，疑問とはならずVC，イメージを鐙かKした祭賞的な文章表現の味読とな

司てあらわれる場合もある，例えば，

とのへんはへいわできもちのいい所。このしらかばほかれているところがあるからおじいさんの木

なのかな((→三44lo)

これは諸活風な感じ方で読んでいる。

このこつの例は.前者はリアルなものを求め.後者は想像的なイメージを迫ろ。全然反対の傾向のよ

ろであるが，その~底Vてある読みは，いずれも慾像的な読みであ司て，そして.ここの例の場合は，そ

れがいす.れも.3定派をあまり離れず乱さずに税んでいるが，こうした悠像性の強い税みは，時K文振を

無視して会〈空想的な読みK走る場合もある。

@ 語い，文法の知識が4・分でないための文採がたどれない場合

これは鐙初からもう読書孝の成IIしたい場合である。主述の関係がわからず， ~~民ヘ物が混乱する。そ

の結身~ ， xa辰はますますたどれ，なくなり，解釈は支骨量減裂κなる。こうした時.子どもは，文中の二三
の語句に注目し，それを手がか りに勝手な怨i象をもって文章を湾機成して読んでしまうものである。

下位鮮の子ども κ見られがちなl頃肉であゐ。 (療事I~は省略する。)

したが4 て.うど学的文章の税1界κおいては.後場人物とその行動を明石宣vc押えるというととが，表現
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の骨組をは司きりさせる意味から，基本的にたいせつなことである。特K下位群の児童量κと司ては，こ
の点を明篠rζするだけでも，その混乱した読みから救うことができるかと忽ろ。

(3) 文学的文章の読み陀辛子いては，自分のもつ問題意識によって.表現内容

を批判的κ読む
~Jをあげる。

「大会なしらかばjを読んで 5年 K児

ボロージャvcからかわれたアリヨ ーνャ。からかわれたのに，なぜ，登らなかったのだろう。ぼく
は，それがふしまでならない。もちるん，おかあさんの言いつけを守司たアリョ -iノマば，り 4 ぱだ

勺たかも しれない。けど，木fまりく bいしても，ぼくは，いいと思ろ。アリ ョーレャのおかあさんの

気持ちもわからないわげでばないが，そのくらいのことならや司てもいいと忽ろ。 ぼくは，そんな，

おかあさんの， 予どもκは.なりたくないのまた，なぜ，アリョ -i/守は.ボロージザが，いる時そそ

丹てみせなか4 たのだろう。ぼくだ 4 えら，おかあさんが，い〈ら注意しても，祭「たと忽ろ 。そし

て，ポロージマより.高いところ主で，主まってい 4 て，反対Kからかつてやった人う。げれど， ζれ

を読むκつれて，おかあさんのほうが.ぼくの考えより，正しいよろ K恩われてき 7モ。けれども，ボ

ロー:ジャ9Öi • アリョージャのおかあさん1'( ， アりヨー νャが，のぼ4ていると.潤いた時，ちやわん

を，おとしたりするのは，ちょ 4 と大げさだと思ろ。しかし，木K主去っているアリョージャが，おり

るとき，どうして.そんなκあわてず指示してや 4 たのが.ちょ司とおかしいと思う。でもかごを持
(マ'l')

今た，見知らぬひとκ，そんなことで「おど内どJするのは， はずかしいと怠4 たのかも，しれない。
すとし前の話しだが，せ司かくしらせてくれた，ポロ ージャvc，お礼卒、いわずまた， かえ4 て.きび

しい声で，かえらせた.おかあさんの気持ちも，わからないのでも，おかあさんの指示は.とてもう

まか 4たと恩ろ。アリョ-i/ヤを.安心させるためか，おちつきはら 4て憎示をしたおかぶさん，も

L..アリョ -i/干の.おかあさんと.ぼくが.親子だったら， とても，ろまく，ゃれないと息弓。ア

， ，ョ-i/ヤと.とのおかあさんだからこそ，ろまくいくのだと.ぼくは恩ろ。

との感懇文は，国語成績4の段階，知能偏差(jj7 3 ，上位群に宿する・といえる 5年男子児撃の書いたも

のである。この感想文を見ても.前項κ述べたよろ ((c，文章を読んでゆくろちKいろいろな疑問を感じ

fているさまが知られる。ただしかしながら，ここでは，その疑問を作品の白で解決してゆこうとはしな

卜 即ち， 前項で述べたような，その疑問を文章を読みながら解決し，自分ながら州尋して読みを進

めτゆく・というような方向κは読んでいないのである。

「ボロージマ((cからかわれたアリョ-i/ャ。からかわれたのκ.なぜ宅手らなか.....t.::.のだろろ。ぼくは

をれがふしぎでならない。 Jと，疑問を提出している。そして. rもちろん，おかあさんの言いつけを
l守、たアリョ-i/ヤは.り勺ぱだ 4たかもしれない。 」 ι アリョ-i/ャの行為を一応是認しながらも

そのふしぎκ思q た点を文中κ追究すると怜ろ方向vc読みを進めずκ，専らそのようκしつける母線vc

対して批判の鉾先を向けるのである。

「けど，木建りぐらいしても，ぼくはいいと足、ぅ.アリョ ージャのおかあさんの，気持ちもわからな

いわけではないが，そのくらいのことならやってもいいと思う。ぼくは.そんな，おかあさんの， 子ど
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もvoま，なりたくない。 Jと述べている。女主主を読みながら，アリヲ-i/ャの母(It:対して，きびしい批

判の限を向けて続んでいることが察せられる。

「また，なぜ，アリョージヤは， ボロ ージャが，いる時登4 てみせなかっえのだろう。 Jと問 ぃ，

日ま〈だ勺たら，おかあさんが，いくら注殺しても，主主「弁:と，思う。 そして，ボロージャより，高いとこ

ろまで霊司てい 4 て，反対vcからか勺てや『たろう。 Jきびしくしつけをする母親，そのしつげ終努事κ

従司て逆おうともしない，アリョーνャ。おそらく，とろした母子関係rrK児は反発を感ずるのだろう。

そっと自由κ，のびのびと，少年らしい霞険もところみたい。ととろみるべきだと考える。 K兜tま，::r;，

そらく 本文第 1~設を税みながらそ ろした気持ちをもやしていたvc違いない。

「けれど・とれを読むκつれて，おかあさんのほうが，ぼくの考えより， 正しいように恩われてき

た。!J 2主主5章と読み進むKつれ、次第Vζ作品自体の怠味世界κふれてくるのである。とれまでK兜は

アリョーνセとその僚の行為K対して， 毒事ら自分自身の主鋭的気持ちで批判的な阪を向げて読んできた

のだが，やがてそのしらかばの木が，子ども Vcは手κおえないような大木であるこ と，とれ十て登るとい

うことがいかK危険であるかということ K気付いてくるのである。このと とは鳶!tC~重要である 。

自分の主観的な気持ちが作品の読みを通して打ちくだかれ，作品の世界κ目覚めるということ， ことκこ

そほんとうの文学的文章の読みがあるのである。

しかし， との K兜は，なおこの作品の広い世界κ，イー分自己を解放することは出来かねたようである。

この母親の行為やその態度I'!ごついて主鰯的な批判の手をゆるめない。

「けれども，ポロ ージヤが，アリョー乙ノヤのおかあさんVC，ア9ョーレヤが，のぼ勺ていると， 筒い

た持，ちeわんを，おとしたりするのは，ちょ 4 と大げさだと患タ。」と， 述べる。もちるんこれは，

作者の表現κついて総評しているのでな<' ff]:親の行動司会批判しているのである。しかもそうした母親

が 「木K登勺ているアリヨーレヤが，おりるとき，，どう して， そんなκあわてず指示してや司たのが，

ちょっとおかしい認うoJ./;:， 疑問峨じ，とれκついて. r.でもかごをトた，見知らぬひとr込
んなことで「おどおどJするのは.はずかしいと息4 たのかも， しれない。Jと，その母親の心理を分
析する。

「すと し前の話しだが.せっかくしらせて〈れた，ホ・ロ ージャ VC，お礼もいわずまた，かえって， eき

びしい芦で，かえらせた， おかあさんの気持ちも，わからない。 JK児のこの母親K対する批判的な気

持ちは，ついκ，この時の母親の行動の理解を阻み，その文章表現を尖感をも勺て体験的vc読みとると
とを妨げてしまったよろである。しかしこれκつづいて.

「でも，おかあさんの指示は，とてもうまか司たと怠う。ア9" -iノヤを，安心させるためか，おち

つきはら司て指示をしたおかあさんJと述べているところを見ると，この母の抱示の部分の内容的療実

は一応読みとゥているものと考えられるのつまり，K児は，そこVζ何が筈かれているかは読みとったが

その本当の窓刷謂 みとれなカ込「たと言えるようである。 この点， 共感納体験的な読み治3文学的文章の

読みとしてえいせつであると とがわかる。

「もし，ア リヲ-vヤの，おかあさんと. ，まくが，線子だったら，とても.う まく，ゃれないと思う

アリヲーレヤと.このおかあさんだからこそ，うまくいくのだと.ぼくは思う。」と.K児は，その感

想を結ぶのでき5る。
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K児は，アリlJ-ι〆マの母親の.u王説的態度もしくはその教育 7 マ的車聖母~r(対 して反発的な気待ちを

ー賞して，この文~を読んでいるととが熊知される。文中I折々疑問(1"(感じ たところも，これを文派的K

作品の中で解釈し・てゆこう とせず. (もろ 少し詳し くいうと，うた派的K読めばすぐ解消してしまう疑問

私文d照的K読またいためVC.それが解き縫い疑問，不審な点として感ぜられるのである。)むしろそ

の疑尚を契機としてー轡批判的な眼を母綬の符動K向げてしま う。そろした続みでー貸している。その

結祭，このX児の読みは，文採を議れた;i/!3..，fr..解釈を多く含んだものとなってしまった。頭の鋭い子ど

もの読み化ば，往々このような個性の強い批判的な銑みが行なわれる。

しかし， こう した読みを.~から良く ない続みとして斥けて俗ならない。多かれ少なかれ，文学的文

章の読みKは.文章を続み進むCTR:その文傘K触れて自分自身の問鐙意演が籾いてくるものである。そ

して読みがそれ会中心として進められ.それKひ~つげられて行なわれる内その結果，時κは，この K

児の場合のようκ，文脈的な怠事長形成が阻脅されるととがある。 また，それほどでなく とも，文脈上た

いせつなことばを説み怒としてしまい.部分的κ:il!f，.，it解.釈κ陥いることは常化見られるところである<>-

X児の場合，その問題意書置が母親の素質度行動というものκ向けられ，それが余りκ強烈であったため，
{そればK児のパ-:Jナリテイによるとこる大さいであろう。)こうした税みKな 4 てしま 4 たと思わ

れる。 K児の場合.もう少し文宣言をていねいに読み，文章R的理解を深める習慣がついていたならば， も

今とゆとりのある妥当な読みへ向かうことが出来たと思ろ。

「これを~/Jrcつれて，おかあさんのほうが， ぼくの考え より，正しいよう κ恩われてきた。 J という

ととるまで，読みを傑めているのだから。

以上かなり否定的な紛糾でものを言 4て&>たが，との，身近かな叶鱈策論*も 司て続むといろ ことは

実は文学的文章の続みκおいては，たいへん電裂なととであって，文京を自介のものとして生き生きと

読むためWは是非とも必要な読みの態度でさえある。とうした自分自身のf}ザ超深織をもたずK宥んだの

では.作品から何ものも様取することができず，ただ浅然とした読みκ終t氾，!fC過ぎない。もしくはただ

何が書いてあるかがわかるだ~で . 自分の心をも 4 て作品 rι触れることはできない。作品の主題を探る

というよろなこ とは，何らかの意味で向己の問題家殺をも q て作品t乞立ち匂か司宅時』て可後なのである。

ただその場合.問題意識を昨品と白己との触れ合いの巾<<求め， これを作品の翁で深めてゆくよう Fてす

ることがたいせつであると患う。即ち， 自己の問題窓識を作品のゆで育て，作品の仰にその問題の解答

を求めてゆくこと，こうした読みの懲役が必裂であるうと思う。具体的VO'1.xNkκ沿ってその表現を
深〈読みと 4 てゆくというこ とKよって，それは闘f能κなるだろう と息われる。

子どもが文常表現をどのよ うκ読んでいるか. 日立さなしらかば」の読み~.i通して，その機相を見て

きた。そしてそこ化見られた三つの特話量的なものKついて述べてきた。それは，いま一度くり遺して記

すと次のごとくである。

111文学的文章の読みにおいては，その表現の一つ一つi'(主観的反応を伴司て読んでいる。

!21文乍的文阜の説みκおいては，その説みの過程で，疑問を抱いては自分なりの解釈を筏し， EI分

なりκ納得して読んでゆく。

(3) 文学的文章の続みにおいては，自分のもつI対的ぷ説者κよって.表現内容を批判的K読む。
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111の読みは体験的な読みである。 (2ゆ続みは解釈約な読みである。 (3/0)読みは批判的な読みであるc

自然の読みκおいては，このような耕みがなされているのである。そしてこの三つの読みは，それぞれ

K自然の読みvcおける三つの裂を示しているようK見える。しかし実際化は，とれらは，読みの裂とし

て悶定しているのではなく.との三者は一つの貌みの申陀いりまじ 4 て共存しているのが普通である。

えだ個人Kよって.それぞれPてやや傾斜がかか司ている κ過~ないと言える。したがって，この三つの

機相は.読みの傾向といろよりも，むしろ，文学的文章置の読みvr:内在している本質的な読みのはたらき

萎本的な読みの機能であると考えてよいと恩ろ。

文章を読みながら，その表現κ触発きれて，いろいろなことを感じたり考えたりしながら，そこiセ何

らかの問題意識を覚え，その問題意識。て導かれながら読んでゆく。その途中で，いろいろな疑問が湧色

その疑問を解釈しつつ読み進んでゆく。その際vr.その問題意識も，その解釈も，その解決を文章表現
自体の∞κこれを求めてゆくことが大切であって，そうした読みの習慣が形成されていないと，読み手

の主観的反応だけの，慾意的な貌みに陥る危険が十分Fてある。読解の指導は，この危険から子どもを救

ってやらねばならない。

とうして文章表現κ即しながら， 読み手の主観的志織が，作品の客鋭的J怠味世界化触れ，自らの手で.
その雰践を般かめてゆく。その結果，自らの主鶴を否定する ζとκよ4 て，客緩的窓味世界を獲得して

ゆく。とろしたととろK文学的文章の読解が成立すると忽われる。自己否定を体験するととκよ司て読
み手の主重量は客観Kまで高まるのである。文章がほんとう K自分のものとして重量解され，心がその作品

κ触れるのは，とのような読みがなされる時である。教室の読解指導 Vておいても，こうした自然の続み

の真縫が生かされ，まfじたいせつV(育てられなければならないと思う。

3. 文章令体からどんな感想をも『たか

一一一 文章読了時!'(:t~りる心的余韻'ーームー

文学的文章の読みは，こ れまでも述べてきたよう1'(， 読み手は文章の論理(諮ぃ・y:法)κ従いなが

ら冒頭から末尾へと，その表現の一つ一つκ主観的反応を覚えつつ読み進んでゆく。そしてとれを読了

した時VC，一つの作品を読み了えたという充足感が胸を充たすのである。そこでは作品の全体像が街娼

としてかえりみられ，もろもろの感想が湧いてくる。とれは文学的文章を読んだ感動の余績であるとい

ってよい。それは，作品の主婚を探るというような方向K進むこともあれば，さらに発展して人生や社

会をあれこれと考えてゆく場合もある。このような読了時κおける感動の余畿は，作品κ対する鑑賞や

批判の成立する時点でもあり， 作品との心の触れ合いという点で大切な場面でもある。しかし銭念なが

らこの点Kついて今回の調査では余り傑〈触れることが出来なか「た。 5震は感惣文の分析を通してこれ

を行なうつもりであ『たが，結果的にイ分泉 し得なかった。それで・参考程度lむとの調査で見られる

ところを記しておく。

こう した読後の感動は，実は，その文章を読んでゆく過程での綾も印象深かったところを中核として

形成されるので，前1((述べた1flJ r司1象深〈読んだところ」をこの点から見直すならば，それはこの面
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での一つの資料となるであろうと恩う。

いまことでは調査〔ー〕三「とのお話を読んで，あなたが感じたこと，恩ったこ と， 考えたこと，な

んでもよいから書きなさい。」の応答の申から.こうした角度から見て参考Kなる応答を，事例的trcい

くつか姶いあげてみる。

①祭賞的感想

作品全体をかなり共感的κ読み，感動したところを申心K作品の主題を模索している。

・おかあさんのやさしいはげましとあたたかい心がアリヲーνγ を木からぶじκおろしてやれたのだ

と怠ろ。 (5年〉

なお，この主題的なものへの肉迫という点で， cー〕三の応答ではないがs 参考になるので，子ども
の感想文の申から--otJをひいておく 。

・3弘は始めの方を読んで少しくらいのぼってもいいのになあ。と恩q たが，だんだん読んでい〈うち

I'L，おかあさんがいっていた方が正しいと患ってきた。ほんとだ。木は登る方はかんえんだが，お

りるときはとてもめんどうだ。これは木tて登4 たことの~る人でなければわからないだろろ。 (5年)

@恥切っ感想

共感的統みをもとκし， 音担分的印象を主とする。

・おかあさんがア9，..ーνャκ対する母性愛がたいそう強いことκおどろいた。 (6年)

・アリョーνャのおかあさんがアリョ-i/ヤがしらかばの木iとのぼ 4 たのを見ておどろいたがおとり

もせず，れいせいなたいどで，アリョーνャをみちびいたおかあさんは，えらいとおもう。 (4年?

・わたしは女の子だけれど，しらかばの木にのぼ司てみたい。ボロ ージヤはみきのわかれめまでしか

の4まれなか司たが，アリ ョーレヤはよくて 4ぺんまで登れたなあと思4 た。 (4任)

@想像的感想、

共感的 ・部分的な印象を主とするカL きらκ怨像的世界VL発展するρ
・大きなしらかばvcの弓ていい気もちだろうな。なんだかボロージヤばア9，.ーレャをいつもひやかし

ているみたいだ。わたしだ 4 たら夕白が出たとき大きなしらかばK長くのってふつうのったときκ

は，そんなK長くのらないな。アリョ-i/ャもそうすればいいのκなあ。 (4年)

@批務的感想

作品全体を見頒し，その上で， 塁塁場人物κ対する共感ゃ批判となる。

・ア9"ーレャがどうしておかあさんのおしえをまもらないから.こういうおかあさんκしんばいを

かけた。 (5年j

・ア9"-i/ヤはおかあさんのいいつげをそむかなければよかった。そうすれば，おかあさんもあん

なKかなしまなかった。(4年〉

・ボロージ7 があんなしらかばのきにのぼ4 てア 9.，.-νャκみせびらかさないでいたら，アロョー

ジマのおかあさんをしんばいさせなくてよかった。 (4 1年)

なお，感想文κもこうした類の感想が多く見られた。-otJをあげてお〈。

・ボロージャがアリ.，-νャをからかわなければ，こんなこと Kならなかったと思いました。何年〕

⑤批判的感想
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登場人物の行動K対する批判とな司ている。

・おかあさんは も う すこしアリ ~ - νャを信じて広げたらいいと J思 ろ 。 アリョ ー乙ノャももうすとしれ

いせいK考えて， 主主るならどうどうと登ってほしい。(6年〉

@ 道徳的感想

主主場人物の行動K対 して道徳的な批判を加える。

・アリョーνャがポロ ージャKからかわれたくらいで，おかあさんの忠告を聞かないのはよくないと

思ろ。(品千五)

・小さいとが人Kまけないよう Kしらかばの木K筆司たのはえらいと，患-，'1(.が，おかあさんをとまら

せるのはよくないと恩ろ。 (6年)

⑦教習iJJ的感想

自分の生き方の上での教書11的なものを得ょうとする。

・だれだ勺てやればでさると恩 4 た。 (6年3

・ell言をも司てやればなんて・もできる。 (6年)

・わたしもおかあさんがゆるしてくれないものをやるとまちがいがおきるとわかりました。 (5年)

・のぼりよりくだりがつかれるといろとと。 (4年〉

細かい説明は省絡するが，全体として言えることは，子どもたちが文章の読了時Kおいて，文章全体

を作品として文学的K鑑賞するというよりも，そと K術き出されている対象世界そのものκ綬が向けら

れ.特Vどその議場人物の行動そのものを問題とし子どもなりの批評を下すという傾向が強いようK息

われる。 これは「大きなしらかばJという作品が，そろした方向へ子どもの心を向けやすい内容をもっ
ていることはいろまでもないが，犯のこれまでの経験をも 4 てすれば，これは必ずしもこの作品K限る

ことではなく，どの作品Kおいても，程度の差こそあれ，以上の鰭肉は子どもの毒死みKおいては一般的

K認められることである。ころした傾向は， 1の「同題の琉在Jのところでも述べたよろ VC，文学的文

章の言語、活動としての読みの.むしろ自然のすがたである と訟は思う。このことは務先制鵠の場κおい
ても十分頭K置いておく必要があると恩ろ。

次(1(，これもまた委考まで~，高踏〔三〕二(2)rζのととがあ4 て後，アリヨーνャは，この大きな
しらかばを見て，どんなことを患「たでしょろか。 Jの応答の事例を少し拾って記しておく。
・もろいちどのぼりたいと恩弓。 (5年)

・ぼくはの 勺たんだとじしんがついた。 (4年)

・ぼくはこの大きなしらかほのて 4ぺんまで登れたんだ。 (6年〕

・との木はア リョ ー乙〆ヤ1ft.:.:号気づけたいい木だと思った。 (6!年〕
やマ}

・この木が大すき4どな.-，7t" (4年)

・はやくあのしらかばのようκ大きくなりたいなあ。 (5年)

・「おかあさんκしんばいかけてのぼったしらかばくん.ぼくーペんしかのぼらなか..， A.けど，とっ

てもうれし;6.勺えし.こわかったよ。もうおとなκなるまでの4まれないけどいい。〉としらかばκ

はなしかげたい気持ちo (4;':芋)

・しらかばのきκのぼ司ておかあさんを苦しませてしまったこと。 (6年〉
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-もうせ'丹7tいの』まらないぞ。母を苦しめたくないと思っていた。 (6年)

・やっぱり自分ひとりではだめでだれかの力をーかりなければ受れないことκ会ずいた。 何年)

(闘の学年は，たまたまそこK引用 した応答者の学年を記したまでマあ司て， 実は問績の表現はどの

学年tても見られるのである。いま子どもたちの，この作品を我んでの心的余訟を.しらかばの大木κ対

する感懐としてf足えてみたのであるが，その限り Kおいては，そこVC見られる子どもたちの心的傾向ば，

緩めて健康であり生き生きとしている。文学的文潅の続解f旨毒事κおいては， とうした文章読後の心的余

韻を，よりよさ方向へ，のびのびと伸ばすよう κ指導することがたいせつで若うろうと忠ろ。

おわりに

文学的文章の読解梅若手はどのよろなものであるべきか，とうした問題意設をもちながら，子どもたち

が，文学的文章をどのよう K読んでいるのか，その様相を「大きなしらかばJを素併として見てきた。

そしてその中で，私1:1私なり i仁当初の問題を考えて会たつもりである。そしてその回答は鑓所K述べ

てきたので，こζKはくりかえさないひただ犯は，子どもの読みは，一学級の子ども全体を見え時rCIま，

そと VC~V(完成 rc近い，もし〈は，さら(r(患いがけない程すばらしい読みを成立させていることを，い

まさらのようκ感ずるのである。指導ということは，子どもたちのとろしたすがえを，真実{ど見出すこ

とではないだろ勺か.といろことを特V(記してこの穏を終わりたいと患う。

との研究を担当したのは，大竹大三，沢田勉で，研究の結果をまとめs 執筆したのは，大竹大三であ

る。
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